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令和元年度研究開発実施報告書 

（第２年次）

令和２年３月 

山口大学教育学部附属山口小学校 

価値の創出と受容・評価をコアにした 

教科融合カリキュラムに関する研究開発 

～「創る科」の創設を通して～ 



本報告書に記載されている内容は、学校教育法施行規則第 55 条の規定に基

づき、教育課程の改善のために文部科学大臣の指定を受けて実施した実証的

研究です。

したがって、この研究内容のすべてが直ちに一般の学校における教育課程

の編成・実施に適用できる性格のものでないことに留意してお読みください｡
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３５ 山口大学教育学部附属山口小学校 ３０～３３

令和元年度研究開発実施報告書（要約）

１ 研究開発課題 

価値の創出と受容・評価をコアにした教科融合カリキュラムに関する研究開発 

～「創る科」の創設を通して～

２ 研究開発の概要

新たな価値の創出と受容・評価に関する力は，これからの時代を生きる子供たちに必要なも

のであり，全ての教科，学習活動を通じて育成すべきものである。本研究では，その基盤であ

り，かつ中核をなす教科としての新教科「創る科」を設置し，これが各教科等及び学校種間の

カリキュラム融合に果たす機能や教育的意義について検証を行う。なお，「創る科」の実施に

必要な授業時数は，既存教科から捻出し，低学年で２０時間，中・高学年で３５時間の実施を

目標とし，現行の学習指導要領に示された総授業時数の実施をもって全課程を修了したものと

する。 

３ 昨年度の成果と課題 

研究初年度となる昨年度は，「各教科等で創出される新しい価値」を視点として研究を進め

てきた。子供たちが，新しい価値をどのような文脈で創出していくのかを明らかにしていくた

めに，まず各教科等の学びを整理することからはじめた。そこで，各教科・領域で必要と思わ

れる資質・能力を挙げ，山口大学の教員と共同で因子分析を行い，以下のような「教科の枠を

超えた資質・能力」（以降「７つの力」）を設定した。 

認知的能力 非認知的能力 

・言葉にする力  ・見極める力 ・捉える力 

・試行錯誤する力 ・開発する力

・人とうまくやる力 

・おもしろいと感じる力

７つの力を手掛かりに子供たちは各教科等でどのような価値を創出するのかを探っていっ

た。その結果，子供たちは７つの力を発揮することで「フリートークの際の心の動かし方」と

いった新たな価値を創出していった。しかし，実践の中で，７つの力の発揮と新たな価値の創

出とのつながりは不明瞭な場合もあった。そこで，もう一度因子分析の結果を見直したところ，

各教科との関連性が低いと判断された因子が学びを支えているのではないかと仮定し，それら

を「学びを進める力」として認知的能力に位置付けた。今後８つの力を発揮する中で，子供た

ちが新たな価値を創出していくことができるような授業展開を目指していくこととした。 

４ 今年度の取組 

研究開発課題にある「受容・評価」とは，子供が教科等の学びの中で無自覚であった価値

を自覚したり，価値の創出のための学び方についても自覚的に捉えたりし，それらがどのよ

うな場面で活用できるのかを考えることと定義付けている。この活動を行うことは，各教科

等の質的融合を図り，学びの質を向上していくことができると考える。今年度はこの「受容

・評価」を視点に，多くの授業実践を積み重ねることで，「価値の創出と受容・評価」を行

う一連の子供の姿を具体で捉えていくこととした。また，「価値の創出と受容・評価」を行

うことで，各教科等の質的融合を図り，学びの質が向上するという考えから，既存の教育課

程を見直し，移行や削除，統合を行うことで，新たな教育課程を編成していくこととした。 



2 

５ 研究開発の経緯 

研究にあたっては，本校研究部が中核となって全体計画の立案・実施を進めた。また，上

智大学の奈須正裕先生や国立教育政策研究所の福本徹先生をはじめとする運営指導委員会や

山口大学教育学部並びに教職大学院教員の協力による研究支援委員会を設置し，専門的な観

点からの協力を得るようにした。 

実施内容等 

◇運営指導委員会 

・第１回 令和元年１１月２８日（木） 場所：附属山口小学校 

内容 公開授業を基にした検討，研究開発校の取組に対する指導・助言 

・第２回 令和２年１月２５日（土） 場所：附属山口小学校 

 内容 研究開発校の取組に対する指導・助言 

◇研究支援委員会 

・第１回 令和元年５月２９日（水） 場所：山口大学教育学部第３会議室 

 内容 ２年目の実践に向けて，教育学部からの教材提案や効果測定などについて研究協議 

・第２回 令和元年６月２６日（水） 場所：附属山口小学校 

 内容 小学校教員と効果測定などについての研究協議 

・第３回 令和元年１０月２日（水） 場所：山口大学教育学部第３会議室 

 内容 令和元年度研究発表会に向けた教材開発や指導方法，カリキュラムに関する研究協議

・第４回 令和元年１２月９日（月） 場所：山口大学教育学部第３会議室 

 内容 令和元年度研究発表会に向けた教材開発や指導方法，カリキュラムに関する継続協議

と創る科ノートの試案に関する意見交換 

・第５回 令和２年１月１７日（金） 場所：山口大学教育学部第３会議室 

内容 ２年目における効果測定や評価方法に関する研究協議と創る科ノートの試案に関する研究協議

◇「創る科」に関わる校内研修（主なものを記載） 

・研修１  令和元年４月４日（火） 

 内容 本年度の創る科研究について構想（研究総論の提案） 

・研修１３ 令和元年６月１２日（水） 

 内容 フリートーク公開 フリートーク型についての協議 

・研修１７ 令和元年７月３日（水） 

 内容 上智大学 奈須正裕先生要請訪問 授業公開及び授業・研究に対する受指導 

・研修２６ 令和元年９月２６日（木） 

 内容 創る科標準型の授業公開 

・研修３４ 令和元年１０月１７日（木）～ 

 内容 ５つのチームに分かれての創る科の授業づくり及び指導案検討 

・研修３９ 令和元年１０月２９日（火） 

 内容 名古屋市教育委員会の訪問 授業公開，授業や研究についての質疑応答 

・研修４３ 令和元年１１月２８日（木） 

 内容 上智大学 奈須正裕先生，国立教育政策研究所 福本徹先生要請訪問 

    授業公開及び授業・研究に対する受指導 

・研修４７，５４，５７，５８，５９  

令和元年１２月４日（水）１９日（木）２４日（水）～２６日（金） 

 内容 令和元年度研究発表会に向けた指導案検討 

・研修４８ 令和元年１２月６日（金） 

 内容 文部科学省実地調査 授業公開及び授業・研究に対する受指導 
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・研修６６ 令和２年１月２５日 

 内容 令和元年度研究発表会「価値の創出と受容・評価をコアにした教科融合カリキュラムに関する研究発表会」 

授業公開８本，７名による教育対談（上智大学 奈須正裕先生，国立教育政策研究所  

福本徹先生，本校校長，本校 PTA 会長，研究部３名） 

・研修６９，７５ 令和２年２月５日（水）１９日（水） 

 内容 創る科研究における今年度の反省と来年度の展望

６ 研究開発の内容 

（１）研究仮説 

創造的な思考や態度は，慎重に計画された教育活動を通じて段階的かつ着実に育成できるも

のであり，その教育は，学校における全ての教育活動において，その理念を共有して行われる

べきものである。「創る科」では，こうした教育活動を意図的に行うため，価値の創出を通し

て自分らしい考え方や挑戦する態度を育成し，価値の受容を通して対立やジレンマを克服する

力を，さらに価値の評価において公正・公平な見方や責任ある行動を取れる力を育成する。 

ただし，ここで扱う価値は，ルールや常識に捉われないという意味で道徳的価値判断が適さ

ない場合も想定されるため，道徳科とは分けることとした。また，創造的な思考や態度の育成

という目標が明確である点や，多様な学習活動を通して新たな価値を生み出し，それを受け入

れるといった点は，探究的な学習を旨とする総合的な学習の時間の特質とはやや異なるため，

総合的な学習の時間とも分けて，新しい教科「創る科」として実施し，その中で違いをより明

確にすることとする。 

（２）教育課程の編成 

 ① 「創る科」を軸とした教科融合カリキュラム 

価値の創出と受容・評価をコアにした教科融合カリキュラムに関する研究を実施するに

あたって，本研究では，その軸に「創る科」を置くことで，より円滑かつ有機的な実現が

図れるという仮説を立て，授業形態の工夫や校時程の見直し等の取組を行った。「創る科」

を軸とする各教科の融合のイメージを次図に示す。 

「創る科」を軸とした各教科の融合に関するイメージ 

 ② 教育課程の特例 

本年度は，現行の学習指導要領に示された総授業時数の実施をもって全課程の修了とし

た。新教科「創る科」の授業時数については，低学年で２０時間，中・高学年で３５時間

の実施を目標とした。「創る科」の授業時数については，国語や算数などの既存の教科か

ら移行や削除，統合を行うことで捻出した。また，昨年度同様に朝のフリートーク（１５

分）の時間の一部を「創る科」として扱い，授業内容に合わせて，授業時間を弾力的に運

用できるようにした。
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③ 校時程の見直し 

研究開発学校として先行する福岡教育大学附属福岡小学校では，各教科や学年で重複し

ていた指導内容を見直し，融合的なカリキュラムを実施することでカリキュラムを縮減し，

週当たりの授業時数を削減している。昨年度（平成３０年度），本校においても福岡教育

大学附属福岡小学校のカリキュラムの編成法を参考に，「創る科」を軸とする教科融合カ

リキュラムを編成し，週当たりの授業時数を減じる校時程を試行した。 

平成２９年度までの校時程           平成３０年度の校時程 

平成３０年度 全国学力・学習状況調査の結果  平成３１年度 全国学力・学習状況調査の結果

上の表は平成２９年度までのカリキュラム及び校時程で学んできた子供たちの全国学力

・学習状況調査の結果（平成３０年度）と，平成３０年度に「創る科」の創設に伴い，新

たに見直したカリキュラム及び校時程で学んできた子供たちの全国学力・学習状況調査の

結果（平成３１年度）である。校時程の変更前と後の全国学力・学習状況調査の結果を比

較すると，本校の子供たちの平均正答率は国語と算数のいずれにおいても，全国平均を１

０％近く上回っている。このことから，「創る科」の創設に伴い，週当たりの授業時数を

削減したことによる著しい学力の低下は見られなかったということが想定される。今年度

の全国学力・学習状況調査は出題の方法が変更されているため，今後も週当たりの授業時

数を削減した校時程と全国学力・学習状況調査における全国との平均正答率の差を注視し

ていきたい。 

しかし，保護者の意見として，「自分たちの子供の頃に，『創る科』のような教科はな

かった。どんなことをして，どんな効果があるのかが分からない」「授業時数を減らした

ことで本当に学力の低下が起きないのか不安である」といった否定的なものもあった。研

究開発を進めていく上で，「保護者の理解と協力は必要不可欠であるということ」や「カ

リキュラムを見直し，『創る科』の総時数を各学年１０時間から低学年２０時間，中・高

学年３５時間に引き上げること」を踏まえ，今年度は，水・木曜日の５校時を増設した。 

今年度，新たな校時程を試行した結果，目標に掲げた「創る科」の時間数を概ね確保で

き，保護者に対しても一定の理解を得ることができた。来年度については，この校時程を

踏襲しながらも，各教科の見方・考え方に沿って過剰な内容は削り落とし，各教科ならで

はの概念に触れることができるように各教科の見直しを行っていきたい。 
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令和元年度の校時程 

（３）新教科「創る科」について 

 本研究開発では，新たな価値の創出と受容・評価に関する力を育成するための基盤であり，

各教科等及び学校種間のカリキュラム融合を図るための中核的な教科として，新教科「創る

科」を設置する。「創る科」の目標や内容等については以下のように整理する。 

① 目標  

 多様で持続的な社会を形成する主体者としての見方・考え方を働かせ，教科横断的で創

造的な学習を通して，新たな価値の創出と受容・評価を適切に行うための資質・能力を次

の通り育成することを目指す。 

（１）学んだことや経験を基に発展的に考えることや，物事の本質を多角的に捉え直すこ

とで価値の創出を行うことができるようにする。 

（２）人との関わりの中で思考力や想像力を高め，新たな価値を適切に受容・評価し，伝

え合うための力を養う。 

（３）学びや生活の中で創出される価値の意味に気付くとともに，進んで価値の創出と受

容・評価を行えるよう，その能力の向上を図る態度を養う。 

② 「創る科」の内容構成 

 「創る科」の内容は，以下のＡ及びＢで構成する。 

 Ａ 価値の創出に関すること 

 （１）さまざまな課題を，創造的な思考や態度で対処すること。 

 （２）学んだことを基に考えたり，工夫の中に生かしたりすること。 

 Ｂ 価値の受容・評価に関すること 

 （１）自他のアイディアやアプローチを比較し，その違いやよさを伝え合うこと。 

 （２）多様な視点から課題を捉え，改善の方策等を具体的に示すこと。 

 （３）身近な物などに潜む先人の工夫や観点に気付くこと。 

 （４）新しい考えや事物を受け入れ，自分の活動に反映すること。 

 （５）既存の価値や方法の改善，見直しに関わること。 

③ 「創る科」の学習に対する評価 

 「創る科」の学習に対する評価については，活動や学習の過程における具体的な子供の

姿や学習における成果物等が評価の対象となる。評価の観点として，主に創造的な思考の

基礎となる「知識・技能」，その表現や評価（受容・評価）に関わる「思考力・判断力・

表現力等」，主に創造的な態度や価値の受容に関わる「学びに向かう力・人間性等」が挙

げられる。評価については，現在，研究支援委員会を交えながら検討している。 
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④ 「創る科」の授業形態について 

  新教科「創る科」では，子供の創造的な思考や態度が育成されるように指導内容や指導

場面に合わせて，以下の３つの授業形態をとることとした。 

〇フリートーク型 

  授業時間を１～３Mで弾力的に運用し，話し合いを通して，価値の創出と受容・評価を

行う授業形態。本校がこれまで行ってきた互恵的な関わりを生むフリートークを基盤とし

ながらも，互いの価値観に触れ，自己の認識を捉えなおすことができるようにしていく。

〇教科融合型 

教科融合型の学習によって，多様な見方・考え方を目指す授業形態。獲得した多様な見

方・考え方を再び各教科等で活用し，各教科等の質的融合と質の向上を図っていく。 

〇標準型 

既存の教科によらず，価値の創出と受容・評価を行う授業形態。「標準型」は，新教科

「創る科」の最も標準的な形で，子供の創造的な思考や態度を段階的，積極的に育成する

ことを目指していく。ただし，ここで創出された価値は各教科の学びの質を向上させるも

のであるかといった視点で創出される価値を吟味していく必要がある。 

 なお，３つの授業形態の本年度の取組と，成果と課題の概要を以下に示す。 

（ア）フリートーク型の授業について

互恵的な関わりを生むフリートークとの違いは，単に「楽しかった」「友達のことがよく

分かった」ではなく，「やっぱりそうだ」「そのような見方もあるのか」といった考えの深

まりや広がりを目的としている点である。必ずしも答えや結論を出す必要はないため，場合

によっては「難しかった」「結局，何なのか分からなかった」といった感想が子供から出る

ことも考えられる。一人ひとりが１つのテーマに向き合い，仲間と話し合う中で，価値の創

出と受容・評価を行うことが重要なのである。

  例えば，第５学年で男女に分かれ「子供（未成年）が『ノンアルコールビール』を飲むこ 

とについてどう思うか」というテーマで話し合いを行った（p.２０ フリートーク型の実践 

例参照）。子供は，ノンアルコールビールのイメージや＋の見方，－の見方を話し合った後， 

それらを踏まえて自分の考えを出し合った。その結果，「大人の気分を味わえるけど，中毒 

性があるとか，お金もかかるから飲まない方がよい」というような，多面的な見方・考え方 

を意識するようになった。このような経験が，仮に未知の状況に遭遇した際，自分の考えと 

根拠をもって他者と話し合うことで，最適解を導き出すことにつながると期待できる。 

（イ）教科融合型の授業について 

教科融合型のキーワードは，「多様な見方・考え方の獲得を目指す」「獲得した多様な見

方・考え方を再び各教科等で活用する」「各教科等の質的融合と質の向上を図る」である。

教科融合型の授業を実践し，省察することで，「創る科」をコアとした教育課程の編成に取

り組みたいと考えた。 

教科融合型の授業として，第１学年において「９マスパズル」（p２３ 教科融合型の実践

例参照）を行った。各教科における汎用性のある見方・考え方を学習内容として直接的に扱

うことで，各教科の学びを豊かにしたいと考えた。つまり，ここでは，算数科で大切にした

い見方を価値として設定し，直接的に扱うことで算数科の学びを促進させ，教育課程の削減

や統合等の編成をねらった。 

成果として，教科で大切にされている見方・考え方を学習内容として直接的に扱ったこ

とで，教科の学びが促進されることにつながった。また，各教科で大切にされている見方

・考え方を軸にして，カリキュラム編成を行うことで，カリキュラムの削減や統合に生か
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すことができるという見通しをもつことができた。 

課題として，各教科で大切にされている見方・考え方は，各教科の中で重点的に指導し

ていくため，創る科の教科融合型の授業としての在り方を考える必要がある。また，教科

融合型の授業を行うことが，各教科の学習を行うことと類似しているため，学習内容の重

なりが生まれ，カリキュラムの増加につながる。

（ウ）標準型の授業について  

標準型は，新教科「創る科」の最も標準的な形で，子供の創造的な思考や態度を段階的，

積極的に育成することを目指していく。本年度は，授業者各々が，子供の創造的な思考や態

度の育成に必要であると考える価値を設定し授業を行った。 

  本実践で創出，受容・評価される価値は，「日常の『当たり前』に疑問をもち，その疑問

について考えること」である。「当たり前」に疑問をもち，理由やよりよくするための方法

などを考えることで，そのもののよさを認識することができたり，生活に生かしていったり

することができると考える。 

  本実践では，子供たちの日常にある，身近で具体的な事象を扱って「日常の『当たり前』

に疑問をもち，その疑問について考えること」をねらいとした授業を行った。子供たち一人

ひとりがその子なりの価値を創出することができた。中には，自分の生活にその結果を転用

しようとしたり，新たな課題を見付けたりする姿も見られた。このように，本年度は各教員

がそれぞれ価値を設定し実践を行うことで，標準型における，子供の「創出，受容・評価す

る」具体的な姿を見出し，それを蓄積することができた。 

  本実践では，１単位時間の授業の中で価値の創出，受容・評価までをねらって授業を構成

したが，実際は創出（一部受容）にとどまることになった。これは，１単位時間の中で全て

の過程を扱うことの難しさを示しており，今後，１単位時間に扱う過程は一つにする，創出

の時間を複数時間設けた後に受容に入るなどといった単元構成を検討していく必要がある。

また，各授業者がそれぞれ価値を設定したことで，学校全体で価値の多様化が起こったこと

も課題として挙げられる。今後，本校で設定した資質・能力との関係を明らかにしながら，

価値を精選していくことが必要であろう。 

（４）保護者や地域への研究の発信について 

昨年度は，研究開発を進めていく中で，新教科「創る科」の設立や校時程の見直しなどの 

大きな変更を行ってきた。そのため，年度末に行ったアンケート調査においては，研究に伴

う変更を不安視する保護者の意見もあった。そこで，今年度は，本校の研究を積極的に保護

者に公開・発信し，研究に対する理解を得るための取組を行った。ここでは，取組の一部で

ある「創る科フェスティバルの開催」について概要を示す。

【創る科フェスティバル】 

研究開発の軸となる「創る科」の趣旨や内容を 

具体的に体験し，理解してもらうため，令和元年 

7 月 20 日（土）10 時～15 時に，本校体育館を会 

場としてイベントを開催した。 

当日は，創る科において育成を目指す資質・能 

力を発揮しながら様々な体験が行えるブースを１ 

３か所出展した。中には，創る科で学んだ成果を 

紹介するブースとして，6年生だけで終日の運営 
来場した子供に説明する６年生
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を行うものもあった。ただ内容を説明するだけでなく，作品を使った新しい遊びを臨機応変

に工夫し提案する様子は，創る科の可能性を感じさせるものとなった。 

一部の外部出展者を除くブースの大半に，創る科に関心をもつ保護者を募って，運営の中

核に位置付けた。事前の講習や当日の来場者に対する説明等を通して研究に対する理解が進

み，保護者の中に学校を支えようとする思いが高まったことは重要な成果といえよう。 

（５）その他  

「創る科」の学習は，価値の創出と受容・評価という資質・能力の伸長に力点が置かれてお

り，その成果を測る資料の一つとして，各学習者の学びのプロセスを記録することが欠かせな

い。学習者にとっても，アイディアや試行錯誤の記録は，学習の質を高める上で重要な情報と

なる。こうした理由から，本年度は，学習者が授業内で用いる記録用紙を作成し，改良を加え

ながら試用した。これをもとに作成した「創る科ノート」を用いて，次年度以降，創る科の授

業を定性的に評価していく予定である。 

７ 研究開発の結果及びその分析 

（１）子供への効果 

〇価値を意識した授業を仕組むことで，子供たちにも価値が定着し，「創る科」以外の教

科においても価値を意識した思考を行うようになった。 

〇普段の生活の中に内在する価値を自覚する子供の姿が見られた。 

 〇各教科の学習の意味（価値）を考える子供の姿が増えた。 

 〇「創る科」の学習において，創出や受容した価値を言葉にして整理したり，方法として 

考えたりすることで，子供の見方が変わっていった。 

（２）教員への効果 

 〇各教科等の学びの質を向上させるという視点で「創る科」の授業づくりを行ったため，

各教科等の「見方・考え方」とは何なのか，資質・能力とは何なのかを意識した授業づ

くりを行うようになった。 

 〇各教科等で学んだことの汎用性や，他教科とのつながりを意識することができた。 

 〇普段の授業で見方・考え方を大切にすることで，いつかどこかで生かされるものだと思

っていたが，あえて「創る科」で焦点を当てることで，子供が意識し，使えるものにな

っていくことを実感することができた。 

 〇自分の授業について，必要な資質・能力を育むことができているかを俯瞰して研究する

ことができた。 

 〇価値の創出と受容・評価を意識することで，学習したことを学んだ文脈から引き剥がす

ということへの理解が深まった。 

（３）保護者等への効果 

今年度は授業公開や通信，「創る科フェスティバル」等，本校の研究を積極的に発信する 

など，保護者の理解を得る場を設けていった。また，本校 PTA 会長が研究発表会の教育座談

会に登壇する場を設けたり，「創る科」の授業参観後に運営指導委員会に出席し，助言の場

を設けたりするなど，保護者の立場としての意見を研究に反映できるようにした。その結果，

本校の研究に対して少しずつ保護者の理解が深まりつつある。来年度についても，保護者に

対して子供たちへの具体的な成果を示していくことで，研究に対する理解を得ていきたい。 
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８ 今後の研究開発の方向 

（１）価値の整理について

本研究において価値とは「自分にとっての新しいものやこと，見方」として定義付けていた

が，この定義では価値の捉えが広くなりすぎ，学校教育の中で計画的かつ段階的に指導してい

くことが困難であるということが今年度の実践を通しての課題として挙がった。 

そこで，「創る科」が各教科等のカリキュラム融合を図り，学びの質を向上させるという特

性を鑑みて，価値の整理を行った。 

まず「３ 昨年度の成果と課題」で述べた資質・能力（８つの力）を参考に，認知的能力に

関わる資質・能力を「概念形成」，非認知的能力に関わる資質・能力を「人間形成」と命名し，

この二つの大きな資質・能力を育成するために必要な価値を創る科の中で，創出，受容，評価

していくこととした。また，各教科の学習指導要領や，学習指導要領解説総合的な学習の時間

編に示されている「考えるための技法の例」を参考に再度，価値を見直したところ，「概念形

成」を育む価値として，以下の１４に整理した。なお，「人間形成」を育む価値については山

口大学の研究支援委員と検討中である。 

「概念形成」を育む価値 

・具体化する力 ・抽象化する力 ・他者に伝える力 ・問題を見出す力 ・情報を収集する力

・関連付ける力 ・批判的思考力 ・体全体の感覚を働かせる力 ・構想する力 ・発想する力

・論理的思考力 ・情報を処理する力 ・先を見通す力 ・協働する力 

（２）創出と受容・評価の見直し 

これまでの研究を通して，価値に関わる子供たちの学びは，創出した後の受容・評価に加

えて自他の内に転移を生じることが見えてきた。このことを踏まえて，文言を以下のように

再整理する。また，評価については，受容及び転移の段階で適切に実施されるべきものであ

ることから，明示化はせず，各段階に内包されるものと捉えている。 

「創出」…無自覚ではあるが価値を生み出していく過程 

「受容（評価）」…無自覚であった価値を仲間と吟味する中で自覚的に捉えていく過程 

「転移」…受容した価値を他の文脈においても活用できるのかを考えていく過程 

（３）カリキュラムの構想について 

価値の創出と受容，転移をコアにした教科融合カリキュラムを編成していく際に，現行のカ

リキュラムを縦軸と横軸の視点から見直すことで，削減や統合を行っていくこととした。そう

することで，少ない学習内容でより豊かに学ぶことや，本校が目指す「概念形成」と「人間形

成」の二つの資質・能力の育成を実現させていきたいと考える。縦軸とは，各教科をつなぐ視

点であり，「創る科」で創出，受容，転移させていく価値がそれにあたる。横軸とは，各教科

において単元や学習内容をつなぐ視点であり，各教科の本質，つまり，見方・考え方がそれに

あたる。この二つの軸が教科融合カリキュラム編成の視点であり，鍵となる。 

教科融合カリキュラムを縦軸でつないでいくにあたっては，「カリキュラムチーム」（以下 

「(４)プロジェクトチームの設立」に示す）が各教科のカリキュラムを俯瞰し，価値との関連

について考えていく。 

教科融合カリキュラムを横軸でつないでいくにあたっては，日々の教科研究を中心としなが

らも，加えて１年間に３回の「カリキュラム編成会議」を設定する。「カリキュラム編成会議」

においては，公立小学校，他附属小学校，または，大学の教員等を「カリキュラムアドバイザ

ー」として招き，各教科の本質（見方・考え方）を突き詰めていく。そこで見出した各教科の

本質（見方・考え方）を視点とした各教科のカリキュラムを編成する。 
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（４）プロジェクトチームの設立 

今年度の実践の成果と課題を受けて各教科のカリキュラムの見直しと「創る科」をコアと

した教科融合カリキュラムの再編成を進めていくこと，アンケートや「創る科ノート」の記

述，子供の発話や行動等による評価を進めていくことが必要である。そのためにも以下のよ

うな３つのプロジェクトチームを創設し，教員が各チームに所属し，より専門的にそれぞれ

の観点における研究を進めていきたい。 

評価チーム 子供たちは価値の創出と受容，転移を行っているか，それにより資質・能 

力はどのように育成されているかを評価する方法や評価基準等を開発する。 

※評価の開発については山口大学の研究支援委員会の協力を得て行う。 

授業チーム 価値の創出と受容，転移を行うためのよりよい支援の方法や発達段階に応じ 

た子供たちの具体的な姿について明らかにする。 

カリキュラム

チーム 

各教科・領域部会で編成したカリキュラムを統合し，縦のつながりを見たり，

全体の時数のバランス等を調整したりする。 

（５）今後の研究計画及び評価方法の開発について 

第

３

年

次 

＜計画＞ 

〇各教科・領域ごとに校外からカリキュラムアドバイザーを選定し，各教科のカリキュ

ラムの見直し及び「創る科」を軸とした教科融合カリキュラムの再編成を行う。 

〇子供を対象に年間を通じて，自由記述式アンケートを実施し，「創る科」設置に伴う子

供の変容について質的に評価を行う。 

〇「創る科」の意義や教育的効果について検証し，教育課程や指導方法，教材等を見直

す。 

〇学校種間の接続に関しては，幼稚園や中学校との協議を引き続き実施するとともに，

中学校での展開を視野に入れた指導内容，方法の検討を行う。 

＜評価＞ 

〇実施３年目であることを踏まえ，学年進行に基づいて子供の意識や態度がどのように

変容したのかについて重点的に評価，検討する。 

〇カリキュラム・マネジメントの観点から，学校種間の接続や各教科の融合について有

効性を検証する。 

〇保護者の視点からも「創る科」の学習効果を評価する。

第

４

年

次

＜計画＞ 

〇「創る科」をコアとした教育課程の編成とその効果について総合的に検証する。 

〇「価値の創出」と「価値の受容と転移」を，教科として取り入れたことによる子供の

変容を中心に教育上の意義や効果や課題を整理する。 

〇教育課程編成と指導上の留意点等について，一般化を前提に検討，整理を行う。 

〇教育課程全体を俯瞰し，教科や学年を越えた教育内容の統合，整理等を実施し， 

「創る科」を組み入れた本校独自の指導要領の策定を行う。 

＜評価＞ 

〇研究期間全体を通した最終評価として，全期間を通した量的，質的評価を実施する。

〇子供や保護者に対するアンケートを実施し，研究開発の取組が，子供の意識や態度に

及ぼした影響を評価する。 

〇「創る科」の内容構成が，子供の発達段階や学校教育課程に照らして適切であったか

否かを，総合的に評価する。
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別紙１

山口大学教育学部附属山口小学校 教育課程表（令和元年度） 

 各教科の授業時数 
特
別
の
教
科
で
あ
る
道
徳

外

国

語

活

動

総
合
的
な
学
習
の
時
間

特

別

活

動

創
る
科

総

授

業

時

数

国

語

社

会

算

数

理

科

生

活

音

楽

図

画

工

作

家

庭

体

育

第１学年 255 0 145 0 112 68 80 0 85 34 17 0 34 20 850 

第２学年 278 0 175 0 115 70 80 0 85 35 17 0 35 20 910 

第３学年 228 70 175 87 0 53 70 0 87 35 35 70 35 35 980 

第４学年 228 87 175 105 0 53 70 0 87 35 35 70 35 35 1015

第５学年 159 105 175 105 0 52 52 52 70 35 70 70 35 35 1015

第６学年 159 105 175 105 0 52 52 52 70 35 70 70 35 35 1015

計 1307 367 1020 402 227 348 404 104 484 209 244 280 209 180 5785
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別紙２ 

学校等の概要

１ 学校名，校長名

 学校名  山口
やまぐち

大学
だいがく

教育
きょういく

学部
が く ぶ

附属
ふ ぞ く

山口
やまぐち

小学校
しょうがっこう

 校長名  岡村
おかむら

 吉永
よしひさ

２ 所在地，電話番号，ＦＡＸ番号

 所在地  山口県山口市白石３丁目１－１ 

 電 話  ０８３－９３３－５９５０ 

 ＦＡＸ  ０８３－９３３－５９５１ 

３ 課程・学科・学年別幼児・児童・生徒数，学級数

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年 計 

児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数

70 2 70 2 66 2 63 2 66 2 66 2 401 12 

４ 教職員数

校長 副校長 教頭 主幹教諭 指導教諭 教諭 助教諭 養護教諭 養護助教諭 栄養教諭 講師

1 1  1  15  1  1 4 

ＡＬＴ
スクール

カウンセラー 事務職員 司書 計 

1 1 3  29 



令和元年度研究開発実施報告書 
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令和元年度研究開発実施報告書

１ 研究開発課題 

価値の創出と受容・評価をコアにした教科融合カリキュラムに関する研究開発 

～「創る科」の創設を通して～

２ 研究開発の概要 

新たな価値の創出と受容・評価に関する力は，これからの時代を生きる子供たちに必要なもので

あり，全ての教科，学習活動を通じて育成すべきものである。本研究では，その基盤であり，かつ

中核をなす教科としての新教科「創る科」を設置し，これが各教科等及び学校種間のカリキュラム

融合に果たす機能や教育的意義についての検証を行う。なお，「創る科」の実施に必要な授業時数

は，既存教科から捻出し，低学年で２０時間，中・高学年で３５時間の実施を目標とし，現行の学

習指導要領に示された総授業時数の実施をもって全課程を修了したものとする。 

創造的な思考や態度は，AI が進展する中で人間が優位性を発揮できる重要な領域と考えられる。

「互いが創り出す価値を認め，考え，協働する」ことによって，新たな時代を生き抜くのに必要な

常識に捉われない見方や発想を育てるだけでなく，より実践的な人権教育，道徳教育にも寄与でき

ると考えられる。創造立国を支えるのは豊かな人間性であり，そのための教育的価値の確立を目指

し，本研究において，その教育課程の編成と意義を明らかにする。 

３ 昨年度の成果と課題 

本校では，これまで「学びの実感がある授業をつくる」という研究主題を掲げ，自ら学び続ける

子供が育つ授業の実現を目指してきた。授業での子供の姿に目を向けると，前時や前単元，前学年

で学んだことを想起し，関連付けながら学んでいる子供の姿がある。これは，子供が単に答えや解

法を覚えるのではなく，納得を求め，思いや考えを出し合いながら，対話の中で考えを深め，問い

を追究する学びを積み重ねているからこそ，学んだことを想起し，関連付けることができるのであ

る。子供は，子供自身で学びをつなげながら，「自分にとっての新しいものやこと，見方」，つま

り価値に気付いたり創出したりしようとしているのである。 

その際，私たち教員が，各教科等の学びを整理した上で教育課程の見直しを行い，「創る科」を

コアとした教育課程の編成を行う。そうすることで，子供が各教科等の学びの中で無自覚であった

価値を自覚したり，価値の創出のための学び方についても自覚的に捉えたりするができると考えた

からである。そこで，研究開発課題を「価値の創出と受容・評価をコアにした教科融合カリキュラ

ムに関する研究開発」とし，研究を進めていくこととした。 

研究初年度となる昨年度は，「各教科等で創出される新しい価値」を視点として研究を進めてき

た。各教科等の学びの中で，子供たちは，自分にとっての新たな価値を創出している。このような

価値はどのような文脈で創出されるのかを明らかにしていくために，まず各教科等の学びを整理す

ることからはじめた。そのために，各教科・領域（創る科以外）で必要と思われる資質・能力を挙

げ，山口大学の教員と共同で因子分析を行い，以下のような「教科の枠を超えた資質・能力」（以

降「７つの力」）を設定した。 
認知的能力
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非認知的能力 

この７つの力を手掛かりに子供は各教科等でどのような価値を創出するのかを探っていった。あ

る「創る科」の授業では，フリートークの話題が自分にとって知らないことや関心が低いことであ

った際，どのような心の動かし方をするのがよいかを考えていった。このとき，子供たちは「言葉

にする力」や「おもしろいと感じる力」を発揮することで，問題解決的な学びにおいても活用可能

な「心の動かし方」という価値を創出していったのである。このように７つの力を発揮することは

新たな価値の創出につながったと言える。一方，授業実践を重ねる中で，７つの力の発揮と新たな

価値の創出とのつながりが不明瞭な場合もあった。そこで，もう一度因子分析の結果を見直したと

ころ，各教科との関連性が低いと判断された因子が学びを支えていることに気付き，下記のような

因子を「学びを進める力」として認知的能力に位置付けた。今後，８つの力を発揮する中で，子供

たちが新たな価値を創出していくことができるような授業展開を目指していくこととした。 

昨年度の実践をもとに新たに定めた８つ目の力

４ 今年度の取組 

 昨年度は７つの力を手掛かりに子供たちはどのような文脈で，どのような価値を創出するのか

を明らかにしてきた。授業実践の中でも７つの力を発揮することで「フリートークを行う際の心

の動かし方」や「定量的・定性的に見るよさ」といった新たな価値を創出する子供の姿が見られ

た。これを踏まえ，今年度は「価値の受容・評価を行う子供の姿を明らかにする」という視点で

研究を進めていくこととした。 

 研究開発課題にある「受容・評価」とは，子供が教科等の学びの中で無自覚であった価値を自

覚したり，価値の創出のための学び方についても自覚的に捉えたりし，それらがどのような場面

で活用できるのかを考えることと定義付けている。この活動を行うことは，各教科等の質的融合

を図り，学びの質を向上していくことができると考える。今年度はこの「受容・評価」を視点

に，多くの授業実践を積み重ねることで，「価値の創出と受容・評価」を行う一連の子供の姿を

具体で捉えていくこととした。また，「価値の創出と受容・評価」を行うことで，各教科等の質

的融合を図り，学びの質が向上するという考えから，既存の教育課程を見直し，移行や削除，統

合※１を行うことで，新たな教育課程を編成していくこととした。 

５ 研究開発の経緯 

 研究にあたっては，本校研究部が中核となって全体計画の立案・実施を進めた。また，上智大

学の奈須正裕先生や国立教育政策研究所の福本徹先生をはじめとする運営指導委員会や山口大学

教育学部並びに教職大学院教員の協力による研究支援委員会を設置し，専門的な観点からの協力

を得るようにした。以下に実施内容ごとに研究の経緯を整理する。 

※１ 「移行や削除，統合」については，福岡教育大学附属福岡小学校の実践を参照 
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校内研修・研究視察等（１） 

番号 日付 曜日 場所 内容 

1 4 月 2日 火 附属山口小学校 本年度創る科研究についての構想①（研究部） 

2 4 月 3日 水 附属山口小学校 本年度創る科研究についての構想②（研究部） 

3 4 月 4日 木 附属山口小学校 本年度創る科研究についての構想提案 

4 4 月 9日 火 附属山口小学校 フリートークの行い方についての協議（研究部） 

5 4 月 16日 火 附属山口小学校 創る科研究発表会についての協議①（研究部） 

6 4 月 17日 水 附属山口小学校 フリートークの行い方についての提案 

7 4 月 23日 火 附属山口小学校 創る科研究発表会についての協議②（研究部） 

8 5 月 10日 金 附属山口小学校 創る科研究発表会についての提案 

9 5 月 16日 木 附属山口小学校 カリキュラムの編成についての構想（研究部） 

10 5 月 29日 水 山口大学 研究支援委員会① 

11 6 月 4日 火 附属山口小学校 フリートーク研についての協議（研究部） 

12 6 月 7日 金 福岡教育大学附属福岡小学校 創る科研究に伴う研究視察① 

13 6 月 12日 水 附属山口小学校 フリートーク研 

14 6 月 18日 火 附属山口小学校 奈須先生要請訪問について①（研究部） 

15 6 月 25日 火 附属山口小学校 奈須先生要請訪問について②（研究部） 

16 6 月 26日 水 附属山口小学校 研究支援委員会② 

17 7 月 3日 水 附属山口小学校 奈須先生要請訪問 

18 7 月 19日 金 附属山口小学校 夏期休業以降の研究計画について 

19 7 月 23日 火 附属山口小学校 創る科研究について 

20 7 月 30日 火 附属山口小学校 書籍研について①（研究部） 

21 8 月 6日 火 附属山口小学校 大葉大学との交流研修会 

22 8 月 18日 日 附属山口小学校 書籍研について②（研究部） 

23 8 月 21日 水 附属山口小学校 書籍研｢NEW TYPE」／山口周 

24 9 月 17日 火 附属山口小学校 後期の創る科研究計画について 

25 9 月 25日 水 附属山口小学校 名古屋市教委訪問，文科省実地調査について提案 

26 9 月 26日 木 附属山口小学校 創る科授業公開 

27 9 月 27日 金 附属山口小学校 創る科授業公開について協議（研究部） 

28 10月 2日 水 山口大学 研究支援委員会③ 

29 10月 3日 木 附属山口小学校 創る科授業検討会 

30 10月 4日 金 附属山口小学校 創る科運営全体計画について協議①（研究部） 

31 10月 8日 火 附属山口小学校 創る科運営全体計画について協議②（研究部） 

32 10月 14日 月 附属山口小学校 創る科研究発表会における授業者選定（研究部） 

33 10月 16日 水 附属山口小学校 創る科運営全体計画について 

34 10月 17日 木 附属山口小学校 チームでの指導案検討開始 

35 10月 18日 金 附属山口小学校 創る科内容，研究計画について協議①（研究部） 

36 10月 21日 月 附属山口小学校 創る科内容，研究計画について協議②（研究部） 

37 10月 23日 水 附属山口小学校 創る科内容，研究計画について 

38 10月 25日 金 附属山口小学校 名古屋市教委訪問について打合せ 

39 10月 29日 火 附属山口小学校 名古屋市教委訪問(授業公開) 

40 11月 5日 火 附属山口小学校 創る科研究大会指導案書式について協議（研究部） 

41 11月 12日 火 附属山口小学校 創る科研究大会指導案書式について 
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校内研修・研究視察等（２） 

番号 日付 曜日 場所 内容 

42 11月 26日 火 附属山口小学校 奈須先生・福本先生要請訪問について打合せ 

43 11月 28日 木 附属山口小学校 奈須先生・福本先生要請訪問(授業公開) 

44 11 月 28日 木 附属山口小学校 創る科運営指導委員会① 

45 11月 30日 土 横浜市立大岡小学校 創る科研究に伴う研究視察② 

46 12月 3日 火 附属山口小学校 文部科学省実地調査について打合せ 

47 12月 4日 水 附属山口小学校 創る科指導案検討① 

48 12月 6日 金 附属山口小学校 文部科学省実地調査(授業公開) 

49 12月 9日 月 山口大学 研究支援委員会④ 

50 12月 10日 火 附属山口小学校 創る科運営計画について 

51 12月 16日 月 東京学芸大学附属大泉小学校 創る科研究に伴う研究視察③ 

52 12月 17日 火 お茶の水女子大学附属小学校 創る科研究に伴う研究視察④ 

53 12月 18日 水 附属山口小学校 創る科運営計画について提案① 

54 12月 19日 木 附属山口小学校 創る科指導案検討② 

55 12月 23日 月 附属山口小学校 創る科運営計画について提案② 

56 12月 23日 月 山口大学 資質・能力の検討について 

57 12月 24日 火 附属山口小学校 創る科指導案検討③ 

58 12月 25日 水 附属山口小学校 創る科指導案検討④ 

59 12月 26日 木 附属山口小学校 創る科指導案検討⑤ 

60 1 月 8日 水 附属山口小学校 創る科研究発表会について① 

61 1 月 10日 金 附属山口小学校 創る科研究発表会について② 

62 1 月 17日 金 文部科学省 研究開発学校研究協議会 

63 1 月 17日 金 山口大学 研究支援委員会⑤ 

64 1 月 23日 木 附属山口小学校 創る科研究概要について 

65 1 月 24日 金 附属山口小学校 創る科研究発表会前日準備 

66 1 月 25日 土 附属山口小学校 創る科研究発表会 

67 1 月 25日 土 附属山口小学校 創る科運営指導委員会② 

68 2 月 3日 月 附属山口小学校 創る科の反省と来年度の展望についての協議①（研究部） 

69 2 月 5日 水 附属山口小学校 創る科の反省と来年度の展望について① 

70 2 月 6・７日 木・金 香川大学教育学部附属高松小学校 創る科研究に伴う研究視察⑤ 

71 2 月 13日 木 附属山口小学校 次年度創る科研究における資質・能力についての協議①（研究部） 

72 2月 14・15日 金・土 筑波大学附属小学校 創る科研究に伴う研究視察⑥ 

73 2月 17日 月 附属山口小学校 創る科の反省と来年度の展望についての協議②（研究部） 

74 2 月 18日 火 附属山口小学校 次年度創る科研究における資質・能力についての協議②（研究部） 

75 2 月 19日 水 附属山口小学校 創る科の反省と来年度の展望について② 

76 2 月 20日 木 上越市立大手町小学校 創る科研究に伴う研究視察⑦ 

77 2 月 24日 月 附属山口小学校 次年度創る科研究の方向性について①（研究部） 

78 2 月 26日 水 附属山口小学校 次年度創る科研究の方向性について②（研究部） 

79 3 月 4日 水 附属山口小学校 実施報告書の作成について 

80 3 月 9日 月 附属山口小学校 実施報告書の内容について① 

81 3 月 12日 木 附属山口小学校 実施報告書の内容について② 

82 3 月 16日 月 附属山口小学校 実施報告書の内容について③ 
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６ 研究開発の内容 

（１）研究仮説 

創造的な思考や態度は，慎重に計画された教育活動を通じて段階的かつ着実に育成できるもので

あり，その教育は，学校における全ての教育活動において，その理念を共有して行われるべきもの

である。「創る科」では，こうした教育活動を意図的に行うため，価値の創出を通して自分らしい

考え方や挑戦する態度を育成し，価値の受容を通して対立やジレンマを克服する力を，さらに価値

の評価において公正・公平な見方や責任ある行動を取れる力を育成する。 

ただし，ここで扱う価値は，ルールや常識に捉われないという意味で道徳的価値判断が適さない

場合も想定されるため，道徳科とは分ける。また，創造的な思考や態度の育成という目標が明確で

ある点や，多様な学習活動を通して新たな価値を生み出し，それを受け入れるといった点は，探究

的な学習を旨とする総合的な学習の時間の特質とはやや異なるため，総合的な学習の時間とも分け

て，新しい教科「創る科」として実施し，その中で違いをより明確にすることとする。 

（２）教育課程の編成 

 ① 「創る科」を軸とした教科融合カリキュラムの考え方 

  価値の創出と受容・評価をコアにした教科融合カリキュラムに関する研究を実施するにあた

って，本研究では，その軸に「創る科」を置くことで，より円滑かつ有機的な実現が図れると

いう仮説を立て，授業形態等の取組を行った。「創る科」を軸とする各教科の融合のイメージ

を次図に示す。 

  図１は，各教科が互いに関係を持たずに単独に存在しており，「創る科」が機能する前の状

態を示している。 

  図２は，「創る科」の中に各教科の学びを取り入れたり，「創る科」の中で各教科を融合さ

せたりするイメージで，第一段階の教科融合にあたる。 

  図３では，「創る科」に取り込まれた各教科の学びを混ぜ合わせて，それぞれの教科に還元

する。この段階で，各教科には，他教科での見方や考え方が取り込まれたことになる。 

  図４では，新たに取り込まれた見方や考え方によって各教科の学びが拡張し，膨らみが生じ

た状態である。単独に存在していた教科同士が壁によって接触し合う。これによって教科融合

が誘発され，教科同士が必然的，有機的につながることとなる。この段階が第二の教科融合で

あり，本研究開発が目指そうとするものである。 

図１           図２          図３          図４ 

「創る科」を軸とした各教科の融合に関するイメージ 

② 教育課程の特例

  本年度は，現行の学習指導要領に示された総授業時数の実施をもって全課程の修了とした。

新教科「創る科」の授業時数については，低学年で２０時間，中・高学年で３５時間の実施を
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目標とした。「創る科」の授業時数については，国語や算数などの既存の教科から移行・削除

・統合を行うことで捻出した。また，昨年度同様に朝のフリートーク（１５分）の時間の一部

を「創る科」として扱い，授業内容に合わせて，授業時間を弾力的に運用できるようにした。 

③ 校時程の見直し 

 研究開発学校として先行する福岡教育大学附属福岡小学校では，各教科や学年で重複してい

た指導内容を見直し，融合的なカリキュラムを実施することでカリキュラムを縮減し，週当た

りの授業時数の削減に成功している。昨年度（平成３０年度），本校においても福岡教育大学

附属福岡小学校のカリキュラムの編成法を参考に，「創る科」を軸とする教科融合カリキュラ

ムを編成し，週当たりの授業時数を減じる校時程を試行した。ここでは，校時程の見直しを行

ったことに対する成果と課題について述べる。 

平成２９年度までの校時程           平成３０年度の校時程 

平成３０年度 全国学力・学習状況調査の結果   平成３１年度 全国学力・学習状況調査の結果

上の表は平成２９年度までのカリキュラム及び校時程で学んできた子供たちの全国学力・学

習状況調査の結果（平成３０年度）と平成３０年度に「創る科」の創設に伴い，新たに見直し

たカリキュラム及び校時程で学んできた子供たちの全国学力・学習状況調査の結果（平成３１

年度）である。平成３０年度の全国学力・学習状況調査の結果を見ると，本校の子供たちの平

均正答率は国語で１０．１～１２．２％，算数で１０．３～１１．３％ほど全国平均を上回っ

ている。次に，平成３１年度の全国学力・学習状況調査の結果を見ると，本校の子供たちの平

均正答率は国語で１１％，算数で１１．３％ほど全国平均を上回っている。平成３０年度に週

当たりの授業時数を削減した校時程で学んできたにも関わらず，校時程を見直す前と後で全国

学力・学習状況調査における全国との平均正答率の差に大きな差異は見られなかった。このこ

とから，週当たりの授業時数を削減したことによる著しい学力の低下は見られなかったという

ことが想定される。しかし，今年度の全国学力・学習状況調査は出題の方法が変更されている

ため今後も週当たりの授業時数を削減した校時程と全国学力・学習状況調査における全国との

平均正答率の差を注視していきたい。 

また，本校時程を行った教職員の意見として，「週当たりの授業時数を減じる前と後では業

者テストにおいても大きな点数の差は見られなかった」「子供が教科同士のつながる所とつな

がらない所を考えることで，教科をより豊かに学ぶ上での方策について考えたり，教科の本質

に目を向けたりする姿が見られた」と肯定的な意見が多く挙がった。 
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しかし，保護者の意見として，「今後の教育界の動向を踏まえ，少ない時数や内容の中でよ

り豊かに学んでいくことの必要性について理解できる」という肯定的な意見が挙がる一方で，

「自分たちの子供の頃に，『創る科』のような教科はなかった。どんなことをして，どんな効

果があるのかが分からない」「授業時数を減らしたことで本当に学力の低下が起きないのか不

安である」といった否定的な意見も散見された。研究開発を進めていく上で，「保護者の理解

と協力は必要不可欠であるということ」や「カリキュラムを見直し，『創る科』の総時数を各

学年１０時間から低学年２０時間，中・高学年３５時間に引き上げること」を踏まえ，今年度

は，下図のように，水・木曜日の５校時を増設した。 

令和元年度の校時程 

 今年度，上記の校時程を試行した結果，目標に掲げた「創る科」の時間数を概ね確保でき，

保護者に対しても一定の理解が得ることができた。来年度については，この校時程を踏襲しな

がらも，教科の見方・考え方に沿って過剰な内容は削り落とし，教科ならではの概念に触れる

ことができるように各教科の見直しを行っていきたい。また，「創る科」を軸に置いた教科融

合の在り方や既存の教科の促進についても検証し，教育課程全体の見直しを図っていきたい。 

（３）新教科「創る科」について 

 本研究開発では，新たな価値の創出と受容・評価に関する力を育成するための基盤であり，各

教科等及び学校種間のカリキュラム融合を図るための中核的な教科として，新教科「創る科」を

設置する。「創る科」の目標や内容等については以下のように整理する。 

① 目標  

 多様で持続的な社会を形成する主体者としての見方・考え方を働かせ，教科横断的で創造的

な学習を通して，新たな価値の創出と受容・評価を適切に行うための資質・能力を次の通り育

成することを目指す。 

（１）学んだことや経験を基に発展的に考えることや，物事の本質を多角的に捉え直すことで 

   価値の創出を行うことができるようにする。 

（２）人との関わりの中で思考力や想像力を高め，新たな価値を適切に受容・評価し，伝え合

うための力を養う。 

（３）学びや生活の中で創出される価値の意味に気付くとともに，進んで価値の創出と受容・

評価を行えるよう，その能力の向上を図る態度を養う。 

② 「創る科」の内容構成 

 「創る科」の内容は，以下のＡ及びＢで構成する。 

 Ａ 価値の創出に関すること 

 （１）さまざまな課題を，創造的な思考や態度で対処すること。 
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 （２）学んだことを基に考えたり，工夫の中に生かしたりすること。 

 Ｂ 価値の受容・評価に関すること 

 （１）自他のアイディアやアプローチを比較し，その違いやよさを伝え合うこと。 

 （２）多様な視点から課題を捉え，改善の方策等を具体的に示すこと。 

 （３）身近な物などに潜む先人の工夫や観点に気付くこと。 

 （４）新しい考えや事物を受け入れ，自分の活動に反映すること。 

 （５）既存の価値や方法の改善，見直しに関わること。 

③ 「創る科」の学習に対する評価 

 「創る科」の学習に対する評価については，活動や学習の過程における具体的な子供の姿や

学習における成果物等が評価の対象となる。評価の観点として，主に創造的な思考の基礎とな

る「知識・技能」，その表現や評価（受容・評価）に関わる「思考力・判断力・表現力等」， 

主に創造的な態度や価値の受容に関わる「学びに向かう力・人間性等」が挙げられる。評価に

ついては，現在，研究支援委員会を交えながら検討している。 

④ 「創る科」の授業形態について 

  新教科「創る科」では，子供の創造的な思考や態度が育成されるように指導内容や指導場面

に合わせて，以下の３つの授業形態をとることとした。 

〇フリートーク型 

  授業時間を１～３Mで弾力的に運用し，話し合いを通して，価値の創出と受容・評価を

行う授業形態。本校がこれまで行ってきた互恵的な関わりを生むフリートークを基盤とし

ながらも，互いの価値観に触れ，自己の認識を捉えなおすことができるようにしていく。 

〇教科融合型 

教科融合型の学習によって，多様な見方・考え方を目指す授業形態。獲得した多様な見

方・考え方を再び各教科等で活用し，各教科等の質的融合と質の向上を図っていく。 

〇標準型 

既存の教科によらず，価値の創出と受容・評価を行う授業形態。「標準型」は，新教科

「創る科」の最も標準的な形で，子供の創造的な思考や態度を段階的，積極的に育成する

ことを目指していく。ただし，ここで創出された価値は各教科の学びの質を向上させるも

のであるかといった視点で創出される価値を吟味していく必要がある。 

  なお，３つの授業形態の具体的な内容や本年度の取組，成果と課題については以下に示す。 

 （ア）フリートーク型の授業について 

  互恵的な関わりを生むフリートークとの違いは，単に「楽しかった」「友達のことがよく分

かった」ではなく，「やっぱりそうだ」「そのような見方もあるのか」といった考えの深まり

や広がりを目的としている点である。必ずしも答えや結論を出す必要はないため，場合によっ

ては「難しかった」「結局何なのか分からなかった」といった感想が子供から出ることも考え

られる。一人ひとりが１つのテーマに向き合い，仲間と話し合う中で，価値の創出と受容・評

価を行うことが重要なのである。 

〇授業の概要 

 従来のフリートーク（互恵的な関わりを生むフリートーク）と区別するため，子供たちに

は，「新フリートーク」という名称で紹介した。その後，新フリートークの目的や行い方を提

示し（表１参照），教員をファシリテーターとして実践を試みた1。子供たちが新フリートーク

1 「携帯電話についてどう思うか」というテーマで，新フリートークの練習を行った。目的は，新フリートークのイメ

ージをもち，慣れることであった。
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の行い方を理解した後，司会１名，書記２名，共有発表 

者１名をくじ形式で決めた。司会はタイムマネジメント 

をしながら，話し合いの進行をしたり，指名したりする。 

書記は，出された意見をホワイトボードに整理する。共 

有発表者は，話し合いの概要を整理し，他のグループに 

伝える。司会，書記，共有発表者は，毎回くじ引きによ 

って決定する。最後に教員が，子供の発言を価値付け 

たり称賛したりして，話し合い全体を総括する。 

①指導の実際 

 第５学年で「子供（未成年）が『ノンアルコールビール』を飲  

むことについてどう思うか」をテーマに，男女に分かれて新フリー  

トークを行った。話し合いの前にテーマに関する考えを書き，話し 

合いをした後，再度考えを書いた。実施時間は２M（３０分間）で 

あった。以下は，男子グループの発言を整理したものである。 

【ノンアルコールビールのイメージ】 

・体に害がある  ・健康に問題がある  ・骨が溶ける     

・中毒性がある  ・アルコールが入っている  ・酔う   

・薬物とは違う  ・たくさん飲まない方がよい  ・味が苦い 

・良いものではない  ・悪いものではない  ・泡がすごい 

【ノンアルコールビールの＋の見方】 

・癒やされる  ・良い体験となる  ・害はない  ・高揚感がある  ・運転できる 

・大人の気分を味わうことができる  ・ストレス発散になる  ・おいしい   

・次の日に二日酔いにならない 

【ノンアルコールビールの－の見方】 

・病気になる  ・気持ちが悪くなる  ・飲み過ぎが危険  ・道徳的に問題がある 

・害がある  ・成長期に関わる  ・お金がかかる  ・お金がなくなる   

・二日酔いになる  ・停学になる  ・酒に溺れる  ・中毒になる可能性が高まる 

・どうなるか分からない 

【ノンアルコールビールについて】 

飲んでもよい立場 飲んではいけない立場 

・アルコールが入っていないから大丈夫 
・飲酒運転にならない 
・ほどほどなら問題ない 
・気分が良くなる 
・アルコールを飲むよりはマシ 

・体に悪い 
・体に変化が起きる 
・未成年がアルコールに手を出すようにな 
 るかもしれない 
・中毒の可能性がある 
・人生に関わる 

【共有】 

（男子）大人の気分を味わえるけど，中毒性があるとか，将来どうなるか分からないし，お 

金もかかるから飲まない方がよい。 

（女子）＋の見方だとアルコールは入っていないから，運転できるし，いろいろな人が飲め 

るというのもあるけど，子供のために作られたものではないかもしれないから飲まな 

い方がよい。 

〇成果と課題 

【成果】 

成果は２点ある。１つ目は，未体験の事柄について，自分の考えと根拠をもって話し合いを

することができたことである。飲酒は，第６学年保健「病気の予防」の内容であり，また，当

新フリートーク 
（司会：１名 書記：２名 共有発表者：１名） 

１．トークテーマのイメージ（２分間）

２．トークテーマの＋の見方（２分間）

３．トークテーマの－の見方（２分間）

４．トークテーマについて（５分間）

５．共有（２分間）

６．先生から（２分間） 

表１：新フリートークの行い方

図１：新フリートークをする

男子グループ
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然子供たちは飲酒の経験がない。しかし，子供たちは，「〇〇と本で読んだことがある（図

２）」「〇〇という話をきいたことがある（図３）」「〇〇と大人が言っていた（図４）」な

どを根拠に，考えに妥当性をもたせようと努力していた。中には，抽象的，感覚的，部分的，

非科学的な考えも多く，妥当性に関する不信感は否めないが，知識や体験と自分の考えを関連

付けようとする姿勢は，未知の状況に遭遇した際，最適解を見付けることにつながると期待で

きる。２つ目は，仲間との話し合いを通して，自分の考えが深まったり広がったりしたことで

ある。T児の，「いい面もあるけどやっぱりのんではいけない（図４）」という考えの，特に

「やっぱり」という言葉から，考えが深まった（強化された）ことが分かる。一方でM児やK

児は，「みんなの考えを聞いて（図５）」「フリートークを通して（図６）」という記述から

分かるように，仲間の考えを受容し，考えに大きな変化が見られた。このことから，子供たち

は，フリートークを通して，多様な見方や考え方をすることができるようになったといえる。 

【課題】 

  一方で，課題も２点ある。１つ目は，互恵的な関わりを生むフリートークと明確に区別でき

ないことである。あえて創る科の「フリートーク型」とする必要性がないため，互恵的な関わ

りを生むフリートークの時間に，価値の創出と受容・評価をねらいとするフリートークを行う

ことも考えられる。２つ目は，指導計画の設定や単元化が困難なことである。今回紹介した実

践は２Mであったが，多くの教員が１Mで行う方が現実的であるという感想をもった。しかし，

１Mという短い時間かつ断片的な実践では，価値の創出と受容・評価をねらいとすることが難し

いことが分かった。そのため，普段の３Mの授業の中で適宜話し合い活動の時間を設定し，教科

の本質を追究する中で，併せて，価値の創出と受容・評価もねらう授業スタイルを確立してい

くことが求められる。 

図２：S児の考え 図３：A 児の考え 図４：T児の考え 

図５：M児の考え 図６：K児の考え 
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（イ）教科融合型の授業について

〇今年度の取り組み

教科融合型のキーワードは，「多様な見方・考え方の獲得を目指す」「獲得した多様な見方・

考え方を再び各教科等で活用する」「各教科等の質的融合と質の向上を図る」である。本研究は，

各教科等の学びを整理した上で教育課程の見直しを行い，「創る科」をコアとした教育課程の編

成を行うことを目的の一つとしている。教科融合型の授業を実践し，省察することで，「創る科」

をコアとした教育課程の編成に取り組みたいと考えた。 

教科融合型の授業として，第１学年において「９マスパズル」を行った。

「９マスパズル」とは，同じ大きさの正方形９枚を並び替えるパズル遊びで，

９枚の正方形の色板で作った様々な形を縦３枚×横３枚の整った形（図１）

に戻したり，そこから教師が提示した形にしたりする活動である。「９マス

パズル」に取り組むことには，多くの価値が内在している。「向きを変える，

まとまりで捉えるといった見方」や「整理する，変形するといった行為」そ

 のものが本活動に内在する価値であると捉えた。これらの見方や行為を獲得することは，今後の

 算数科における学びを促進すると考えた。例えば，まとまりで捉えることは乗法の学習に，変形

 することは面積の学習における等積変形で活用することができる。教科の学びを促進させる経験

 を多く積むことが，子供の豊かな学びへとつながっていくと考えた。キーワードに当てはめてみ

 ると次のとおりである。

各教科における汎用性

のある見方・考え方を学習

内容として直接的に扱う

ことで，各教科の学びを豊

 かにしたいと考えた。つまり，ここでは，算数科で大切にしたい「向きを変える」「まとまりで捉え

 る」といった見方を価値として設定し，直接的に扱うことで算数科の学びを促進させ，教育 課程の

 削減や統合等の編成をねらった。 

①指導計画（全５時間）  

第１次 「９マスパズル」の行い方を知る（１時間） 

第２次 「９マスパズル」を合成する（２時間）【本時１／２】 

第３次 「９マスパズル」を分解する（２時間） 

②指導の実際 

  子供たちと「９マスパズル」の遊び方を確認した後，図２のような形を 

 元の形（図１）に戻すよう促した。子供たちは，試行錯誤しながら元の形 

 に戻そうとしていた。１マスずつ移動させたり，既に２マス，３マスとまと

 まりで移動させたりと，移動の方法は様々であった。この段階で，子供た 

 ちは，「向きを変える」「まとまりで捉える」といった価値には気付いていな

 かった。もしかすると，既にまとまりで移動させている子供の中には，気 

 付いている子供もいたのかもしれないが，少なくとも全体で共有はされて 

 おらず，無自覚であったと考えられる。そこで，パズルをできるだけ少ない回数で元の形に戻す

 よう促した。子供とのやりとりを以下に示す。 

このように，パズルをでき

るだけ少ない回数で移動す

るよう促したことで，動かす

マスの数を複数枚にするな

ど，工夫をしていった。つま

り，「まとまりで捉える」価

値を創出していったのであ

 る。しかし，まとまり で捉えることを試みても，「パズルのどこのマスをまとめて移動させた

 らよいのか」や「マスを まとめてみたもののどこへ移動させればよいのか」といった問いをも

○「向きを変える」「まとまりで捉える」といった見方の獲得を目指す。 

○「向きを変える」「まとまりで捉える」といった見方を再び算数科で活用する。 

○創る科の授業をとおして，算数科の学習の質の向上を図る。

教員：「９マスパズル」をできるだけ少ない回数の移動で元に戻せる
かな？ 

Ａ児：元に戻すためには，４回移動したよ。 
Ｂ児：ぼくも４回だったよ。でも，マスの動かし方は違うな。 
Ｃ児：わたしは，３回で戻せたよ。 
Ａ児：えー，どのようにしたのかな。 
Ｄ児：ＡくんとＣさんでは，動かすマスの数が違ったよ。 
Ｂ児：あっ，本当だ。Ａくんは，１枚ずつバラバラに動かしている

けれど，Ｃさんは，２枚を一気に動かしているね。

図１ ９マスパズル（元の形）

図２ ９マスパズル（問題）
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 つ子供もいた。そこで，３回で元に戻すことのできた子供に，パズルのどこをまとまりで捉えた

 のかを投げかけた。子供とのやりとりを以下に示す。 

 このように，動かし方を手

で表したり，「寝てたのを起

こす」「ぐるん」といった子

供らしい言葉で伝え合った

りした。つまり，「向きを変

える」といった価値を創出し

 ていったのである。続けて，創出した「まとまりで捉える」「向きを変える」といった価値を，

 話合いの中で互いに受け入れ，自覚化できるよう支援を行った。子供一人ひとりの活動時間を 

 確保したり，パズルの操作を区切って続きを考えるよう促したりした。また，授業の終末には，

 「どうすれば，少ない回数でパズルを元に戻せたのかな？」と解決の過程を振り返るよう促した

 ことで，「一度にたくさんのマスをまとめて動かす」や「起こしたり，寝かしたり，回したりす

 る」といった子供の言葉で明示化していくことができた。つまり，「まとまりで捉える」「向 

 きを変える」といった価値を受容していったのである。 

  創出，受容した価値を評価していくために，パズルの形を三角形に変えた

「三角パズル」を行う場面を設定した。「三角パズル」では図６のように，

９枚の正三角形の色板を敷き詰めた台形を大きい正三角形に戻すよう促し

た。子供たちは，複数枚の正三角形の色板を動かしたり，回したりしながら

２回で元に戻すことができた。つまり，ここでねらったのは，「まとまりで

捉える」「向きを変える」といった価値を似てはいるが別の場面でも活用で

きるかどうかを確かめることである。多くの子供が２回で元に戻すことがで

き，創出した価値を受容し，評価していったと考える。 

〇成果と課題 

【成果】 

ア 教科で大切にされている見方・考え

 方を学習内容として直接的に扱ったこ

 とで，教科の学びが促進されることに

 つながった。算数科「ひろさくらべ」

 の子供の様相（図７）や創る科の単 

 元終了後に実施したプリント（図８）

 を参照されたい。 

イ 各教科で大切にされている見方・考え方を軸にして，カリキュラム編成を行うことで，カ

リキュラムの削減や統合に生かすことができるという見通しをもつことができた。 

【課題】 

ア 各教科で大切にされている見方・考え方は，各教科の指導の中で働かせながら重点的に指

導していくため，創る科の教科融合型の授業としての在り方を考える必要がある。 

イ 教科融合型の授業を行うことが，各教科の学習を行うことと類似しているため，学習内容

の重なりが生まれ，カリキュラムの増加につながる。

教員：３回で元に戻せた人は，パズルのどこを動かしたのかな？
Ｃ児：わたしは，ここを動かしたよ（図３）。 
Ｅ児：寝てたのを起こす。 
教員：え，「寝てたのを起こす」ってどういうこと？ 
全体：こうやって（図４）。 
Ｆ児：ぐるんってするんだよ。 
Ｇ児：先生，次が言えるよ。 
Ｈ児：次は，ここに寝ているのを起こすんだよ（図５）。 

図３ Ｃ児 図４ マスの動かし方を手で表す子供 図５ Ｈ児

図７ 創る科の学習を算数科の学習に活用する子供 図８ 等積変形の考え方をした子供（第１学年）のプリント
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（ウ）標準型の授業について

標準型は，既存の教科によらず，価値の創出と受容・評価を行う授業形態である。標準型は，新

教科「創る科」の最も標準的な形で，子供の創造的な思考や態度を段階的，積極的に育成すること

を目指していく。ここで創出，受容・評価をねらう価値は，各教科の学びの質を向上させるものと

いう視点のもと設定される。本年度は，授業者各々が，子供の創造的な思考や態度を育成するのに

必要であると考える価値を設定し授業を行った。以下に授業の一つを報告する。 

○授業の概要 

 本実践で創出，受容・評価される価値は，「自らの生活をよりよくするために，日常の『当たり

前』に疑問をもち，その疑問について考えること」である。子供たちの学校生活には，「廊下を静

かに歩く」や「掃除のときには体操帽子をかぶる」などの多くの「当たり前」が存在している。こ

のことは日常生活においても同様である。これらの多くは，自明の行為であり，その存在が疑われ

ることは少ない。しかし，これらの「当たり前」に疑問をもち，理由やよりよくするための方法な

どを考えることで，そのもののよさを認識することができたり，生活に生かしていったりすること

ができる。これは，本校が設定している資質・能力の「見極める力」を育成することにつながると

考える。また，この価値は家庭科や算数科など，他教科でも取り入れることができ，汎用性のある

ものである。以上のことから，「日常の『当たり前』に疑問をもち，その疑問について考えるこ

と」を価値として創出，受容・評価をねらった実践を行った。なお，本時では，「日常の『当たり

前』に疑問をもつこと」を中心に授業を行うこととした。 

①指導計画（全２時間） 

第１次 日常の「当たり前」について考える（１時間） 

  第２次 日常の「当たり前」について理由やよりよい方法を考える（１時間） 

②指導の実際 

  授業の導入として，家庭科の学び（図１）を振り返る場を設定した。   

具体的には，子供たちに，既習の題材を基に家庭科の学び方とそのよさ  

を振り返るように促したのである。子供たちは，「日常の『当たり前』 

に疑問をもつと，これまで『当たり前』だと思っていたことについて考 

えられる」「それを家で実践したりすることができて，よりよい生活に 

つながる」などと発言し，「当たり前」に疑問をもつという本時のめあ 

てを意識し，学習の見通しをもつことができた。 

  本授業で日常の「当たり前」として扱った題材は，「卵の色の違い」  

と「甘さについて」である。 

  まず，「卵の色の違い」について考えた。白と赤の２種類 

の卵を提示し，子供たちに，「どちらを買うか」を尋ねた。

「栄養があると家族が言っていたから赤」「味が濃いし，おい  

しいから赤」と，多くの子供が赤い卵を選んだ。しかし実際 

には，２種類の卵の栄養価や味は変わらないのである。この 

事実に子供たちは驚いていた。続いて，２種類の卵の値段を 

提示した。右の図２のように，一般的に，白い卵は１個約２０円，赤い卵は１個約２５円で販売さ

れている。栄養価や味は変わらないにもかかわらず，上で挙げたような消費者のもつイメージで値

段が設定されているのである。子供たちはさらに驚きの表情を見せ，「栄養も味も変わらないな

ら，今度から値段の安い白い卵を買おう」「見た目でおいしそうということもあるから，やはり赤

い卵を買いたいな」と発言するなど，知り得た事実を自分の生活に生かそうとする姿が見られた。 

「当たり前」に疑問をもつ

↓

考える（予想・実験）

↓

答えを見出す

↓

自分の生活に生かす

図１ 家庭科の学び方

図２ ２種類の卵の値段
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  続けて，「甘さについて」考える場を設定した。りんご，いちご，トマト，レモンの４種類の食材

を提示し，甘い順に並べるように促した。子供たちは，「りんごは蜜があるから甘い」「トマトは野

菜だからあまり甘くない」などと，生活経験をもとに順番を決めていった。子供の考えは様々であっ

たが，ほとんどの子供は，酸っぱいという理由でレモンを最下位にした。その後，甘さを調べるため

の方法について考え，一つの方法として試食を行った。さらに，甘さを表す指標として，糖度を紹介

し，糖度計を用いて甘さを調べる場を設定した。結果は，りんご，レモン，いちご，トマトの順であ

り，子供の予想を覆すものとなった。これには，子供たちから大きな驚きの声が聞かれた。そこで，

栄養教諭が，レモンは糖度は高いが，酸味が強いから酸味が勝ってしまうという「甘さ」のメカニズ

ムについて説明した。子供たちは，普段考えてもいなかったことに強い興味と驚きを示した。 

  授業の最後に，本時の振り返りとして「『当たり前』と思っていたことを考えたよさ」について考

えるように促した。子供たちは，本時の学習を通して感じたり考えたりしたことをもとに，その子供

なりの「『当たり前』について考えること」の価値を創出した。以下に振り返りの一部を示す。 

子どもの振り返り（原文） 

○成果と課題 

【成果】 

 本実践では，子供たちの日常にある，身近で具体的な事象を扱って「日常の『当たり前』に疑問

をもち，その疑問について考えること」をねらいとした授業を行った。上記の振り返りから分かる

ように，子供たち一人ひとりがその子なりの価値を創出することができた。その中には，「生活の

中で生かせたらいい」「酸味を取ったレモンは開発することができるのか」のように，自分の生活

に活用しようとしたり，新たな課題を見つけたりする姿も見られた。具体的な記述はないものの，

創出した価値を他の場面で生かそうとする「評価」の一端も見られたのではないかと考える。 

  このように，本年度は各教員がそれぞれ価値を設定し実践を行うことで，標準型における，子供の

「創出，受容・評価する」具体的な姿を見出し，それを蓄積することができたことが一番の成果であ

ると考える。 

【課題】 

  本実践では，１単位時間の授業の中で価値の創出，受容・評価までをねらって授業を構成したが，

実際は創出（一部受容）にとどまることになった。これは，１単位時間の中で全ての過程を扱うこと

の難しさを示しており，今後，１単位時間に扱う過程は一つにする，創出の時間を複数時間設けた後

に受容に入るなどといった単元構成を検討していく必要がある。 

  また，各教員がそれぞれ価値を設定したことで，学校全体で価値の多様化が起こったことも課題と

して挙げられる。今後，本校で設定した資質・能力との関係を明らかにしながら，価値を精選してい

くことが必要であろう。 

・当たり前だと決めつけずに，実際にやってみることで，本当の事実が見えてくる。 

・「当たり前」と思っていたことを考えると，色々なものに興味をもち，視野が広がる。 

・当たり前を考えることで，その物の本当のよさや意外なところを見ることができて驚きました。

生活の中で生かせたらいいなと思いました。 

・レモンは甘いのに酸味の方が多いため，酸味を取ったレモンは開発することができるのか。 
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（４）保護者や地域への研究の発信について 

昨年度は，研究開発を進めていく中で，新教科「創る科」の設立や校時程の見直しなどの大き

な変更を行ってきた。そのため，年度末に行ったアンケート調査においては，研究に伴う変更に

ついて不安視する保護者の意見もあった。そこで，今年度は，本校の研究を積極的に保護者に公

開・発信し，研究に対する理解を得るための取組を行った。ここでは，取組の一部である「創る

科フェスティバルの開催」について示す。 

【創る科フェスティバル】 

研究開発の軸となる「創る科」の趣旨や内容を具体的に体験し，理解してもらうため，令和元年

7月20日（土）10時～15時に，本校体育館を会場としてイベントを開催した。 

右は，当日のブース配置図で，ブースタイトルの横

に，（ ）で創る科において育成を目指す資質・能力

を示した。特徴的なのは，中央下のコースタールーレ

ットで，創る科で学んだ成果を紹介するブースとし

て，6 年生だけで終日の運営を行った。ただ内容を説明するだけでなく，作品を使った新しい遊び

を臨機応変に工夫し提案する様子は，創る科の可能性を感じさせるものとなった。 

一部の外部出展者を除くブースの大半に，      創る科フェスティバルの実施状況

創る科に関心をもつ保護者を募って，運営 

の中核に位置付けた。事前の講習や当日の 

来場者に対する説明等を通して研究に対す 

る理解が進み，保護者の中に学校を支えよ 

うとする思いが高まったことは重要な成果 

といえよう。 

右表は，当日の実施状況を整理したもの 

である。本校保護者ならびに子供以外にも 

多くの来場があったほか，研究に関心を示        

す報道機関の取材もあり，一定の成果を得たといえよう。 

ただし，今回の催しは，試行的な性格が強く，十分に内容を吟味したものには成り得ていない。

本研究の一助となるよう，さらに工夫・改善し，継続的に実施していきたい。  

（５）その他  

「創る科」の学習は，価値の創出と受容・評価という資質・能力の伸長に力点が置かれており，

その成果を測る資料の一つとして，各学習者の学びのプロセスを記録することが欠かせない。学習

者にとっても，アイディアや試行錯誤の記録は，学習の質を高める上で重要な情報となる。こうし

来場した子供に説明する6年生

大人 中・高生 小学生 未就学児

本校 

保護者 

大学 

関係者 
地域 

附属 

中学生 
その他 本校 その他 

附属 

幼稚園 
その他 

午前の部 

(10-12 時) 

１９３名 

５８ 7 １２ １ ０ ７６ １２ １４ １３ 

午後の部 

(13-15 時) 

２４６名 

６０ ２８ ５ ３ ２ ８４ ３８ ８ １６ 

合計 

４３９名 
１１８ ３５ １７ ４ ２ １６０ ５０ ２２ ２９ 

主催者：山口大学教育学部附属山口小学校 

共催者：山口大学教育学部 

協力者：山口市立白石小学校 

     ：中国電力株式会社 

     ：NPO法人「人と木」（長門おもちゃ美術館）

運営スタッフ：午前の部（保護者スタッフ２０名・児童スタッフ１４名・大学生スタッフ１１名）

       午後の部（保護者スタッフ１７名・児童スタッフ１４名・大学生スタッフ１２名）
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た理由から，本年度は，学習者が授業内で用いる記録用紙を作成し，改良を加えながら試用した。

これをもとに作成した「創る科ノート」を用いて，次年度以降，創る科の授業を定性的に評価して

いく予定である。 

７ 研究開発の結果及びその分析 

（１）子供への効果 

〇価値を意識した授業を仕組むことで，子供たちにも価値が定着し，「創る科」以外の教科に

おいても価値を意識した思考を行うようになった。 

（例）「発展的に考える」という価値を創出，受容した後の授業で，「これは発展的に考えて

いるね」「これは発展的と言えるのかな」というような発言が増え「発展的に考える」

ということを活用しようとする子供の姿が増えた。 

〇普段の生活の中に内在する価値を自覚する子供の姿が見られた。 

 （例）「いつもは『合体する』ということを意識していなかったが，普段からやっていること

にどんな価値があるのかが分かり，役に立った」（４年生の子供の振り返り） 

 〇各教科の学習の意味（価値）を考える子供の姿が増えた。 

 〇「創る科」の学習において，創出や受容した価値を言葉にして整理したり，方法として考え 

たりすることで，子供の見方が変わっていった。 

（２）教員への効果 

 〇各教科等の学びの質を向上させるという視点で「創る科」の授業づくりを行ったため，各教

科等の「見方・考え方」とは何なのか，資質・能力とは何なのかを意識した授業づくりを行

うようになった。 

 〇各教科等で学んだことの汎用性や，他教科とのつながりを意識することができた。 

 〇普段の授業で見方・考え方を大切にすることでいつかどこかで生かされるものだと思ってい

たが，あえて「創る科」で焦点を当てることで，子供が意識し，使えるものになっていくこ

とを実感することができた。 

 〇自分の授業について，必要な資質・能力を育むことができているかを俯瞰して研究すること

ができた。 

 〇価値の創出と受容・評価を意識することで，学習したことを学んだ文脈から引き剥がすとい

うことへの理解が深まった。 

（３）保護者等への効果 

昨年度，本研究を行うにあたり，本校のカリキュラムや校時程を変更した。それに伴い，従来 

の学習とは異なることから「創る科」について懐疑的な見方をしたり，授業時数が減少したこと 

による学力低下を懸念したりする保護者も少なからず存在していた。そのため，今年度は授業公 

開や通信，「創る科フェスティバル」等，本校の研究を積極的に発信するなど，保護者の理解を 

得る場を設けていった。また，本校PTA会長に研究発表会の教育座談会に登壇していただいたり 

「創る科」の授業を参観していただいた後に運営指導委員会で助言をいただいたりするなど，保 

護者の立場としてのご意見を研究の中に反映できるような機会を設けた。その結果，本校の研究 

に対して少しずつ理解が深まりつつある。来年度についても，保護者に対して，子供たちへの具 

体的な成果を示していくことで，研究に対する理解を得ていきたい。 
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８ 今後の研究開発の方向 

（１）価値の整理について 

 本研究において価値とは「自分にとっての新しいものやこと，見方」として定義付け，子供た

ちが価値を創出し，それを自覚的に捉え（受容），どんな場面で活用できるのかを考える（評

価）ことで，既存の教科や学校生活をより豊かにして 

いくことができると考えてきた。しかし，この定義で 

は価値の捉えが広くなりすぎ，学校教育の中で計画的 

かつ段階的に指導していくことが困難であるというこ 

とが今年度の実践を通しての課題として挙がった。 

そこで，「創る科」が各教科等のカリキュラム融合 

を図り，学びの質を向上させるという特性を鑑みて， 

価値の整理を行った。 

まず「３ 昨年度の成果と課題」で述べた資質・能力（８つの力）を参考に，認知的能力に関

わる資質・能力を「概念形成」，非認知的能力に関わる資質・能力を「人間形成」と命名した。

この二つの大きな資質・能力を育成するために必要な価値を創る科の中で，創出，受容，評価し

ていくこととした。また，学習指導要領を参考に「各教科で概ね育成が見込めるものはないか」

「創る科の受容・評価について考えた際，各教科において汎用性の高いものは何か」といった視

点でこれまでの価値を見直した。加えて，学習指導要領解説総合的な学習の時間編に示されてい

る「考えるための技法の例」を参考に再度，価値を見直したところ，「概念形成」を育む価値と

して，以下の１４に整理した。なお，「人間形成」を育む価値については山口大学の研究支援委

員と検討中である。 

「概念形成」を育む価値 

・具体化する力 ・抽象化する力 ・他者に伝える力 ・問題を見出す力 ・情報を収集する力 

・関連付ける力 ・批判的思考力 ・体全体の感覚を働かせる力 ・構想する力 ・発想する力 

・論理的思考力 ・情報を処理する力 ・先を見通す力 ・協働する力 

 「創る科」の授業の中で,上に挙げた価値を子供たちが創出，受容・評価し，各教科の学びの中

でも活用していくことで，より豊かに各教科を学んでいくことができるようにしていきたい。 

（２）創出と受容・評価の見直し 

 これまでの研究を通して，価値に関わる子供たちの学びは，創出した後の受容・評価に加えて 

自他の内に転移を生じることが見えてきた。このことを踏まえて，文言を以下のように再整理す

る。また，評価については，受容及び転移の段階で適切に実施されるべきものであることから，

明示化はせず，各段階に内包されるものであると捉えている。 

「創出」…無自覚ではあるが価値を生み出していく過程 

「受容（評価）」…無自覚であった価値を仲間と吟味する中で自覚的に捉えていく過程 

「転移」…受容した価値を他の文脈においても活用できるのかを考えていく過程 

※以下では，必要な部分を除き，（評価）の部分は省略する。 

（３）カリキュラムの構想について 

価値の創出と受容，転移をコアにした教科融合カリキュラムを編成していく際に，現行のカリキ

ュラムを縦軸と横軸の視点から見直すことで，削減や統合を行っていく（図１）。そうすることで，

少ない学習内容でより豊かに学ぶこと（Less is more），ひいては，本校が目指す「概念形成」と

「人間形成」の二つの資質・能力の育成を実現させていきたいと考える。縦軸とは，各教科をつな
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ぐ視点であり，「創る科」で創出と受容，転移させていく価値がそれにあたる。横軸とは，各教科

において単元や学習内容をつなぐ視点であり，各教科の本質，つまり，見方・考え方がそれにあた

る。この二つの軸が教科融合カリキュラム編成の視点であり，鍵となる。 

教科融合カリキュラムを縦軸でつないでいくにあたっては，「カリキュラムチーム」（以下「（４） 

プロジェクトチームの設立」に示す）が各教科のカリキュラムを俯瞰し，価値との関連について考

えていく。たとえば，一例として，算数科の図形領域と理科の観察では，比較する活動が中心にな

ってくることから，「比較する力」といった価値でつなぐことが考えられる。 

教科融合カリキュラムを横軸でつないでいくにあたっては，日々の教科研究を中心としながらも，

加えて１年間に３回の「カリキュラム編成会議」を設定する。「カリキュラム編成会議」において

は，公立小学校，他附属小学校，または，大学の教員等を「カリキュラムアドバイザー」として招

き，各教科の本質（見方・考え方）を突き詰めていく。そこで見出した各教科の本質（見方・考え

方）を視点とした各教科のカリキュラムを編成する。たとえば，算数科において「そろえる」こと

を学習指導の重点としたときに，第１学年では，「くらべかた（Ｃ測定領域）」におけるテープの

端をそろえて長さを比べることと，「かずしらべ（Ｄデータ領域）」の大きさや端をそろえて，も

のの個数を数えたり，比べたりすることが挙げられる。「そろえる」ことを視点にすることで，こ

れらの領域や単元をつないでいくことも考えられる。また，この算数科の例に挙げたことは，後に

縦軸でつないでいく際にも，創る科における「比較する力」といった価値で他教科とつなげていく

ことができるのではないだろうか。 

（４）プロジェクトチームの設立 

今年度の実践の成果と課題を受けて各教科のカリキュラムの見直しと「創る科」をコアとした

各教科融合カリキュラムの再編成を進めていくこと，アンケートや「創る科ノート」の記述，子

供の発話や行動等による評価を進めていくことが必要である。そのためにも以下のような３つの

プロジェクトチームを創設し，教員が各チームに所属し，より専門的にそれぞれの観点における

研究を進めていきたい。 

評価チーム 子供たちは価値の創出と受容，転移を行っているか，それにより資質・能 

力はどのように育成されているかを評価する方法や評価基準等を開発する。 

※評価の開発については山口大学の研究支援委員会の協力を得て行う。 

授業チーム 価値の創出と受容，転移を行うためのよりよい支援の方法や発達段階に応じ 

た子供たちの具体的な姿について明らかにする。 

カリキュラム

チーム 

各教科・領域部会で編成したカリキュラムを統合し，縦のつながりを見たり， 

全体の時数のバランス等を調整したりする。 

価値の創出と受容，転移をコアにした教科融合カリキュラム編成イメージ図
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（５）今後の研究計画及び評価方法の開発について 

第

３

年

次 

＜計画＞ 

〇各教科・領域ごとに校外からカリキュラムアドバイザーを選定し，各教科のカリキュラム

の見直し及び「創る科」を軸とした教科融合カリキュラムの再編成を行う。 

〇子供を対象に年間を通じて，自由記述式アンケートを実施し，「創る科」設置に伴う子供の

変容について質的に評価を行う。 

〇「創る科」の意義や教育的効果について検証し，教育課程や指導方法，教材等を見直す。

〇学校種間の接続に関しては，幼稚園や中学校との協議を引き続き実施するとともに，中学

校での展開を視野に入れた指導内容，方法の検討を行う。 

＜評価＞ 

〇実施3年目であることを踏まえ，学年進行に基づいて子供の意識や態度がどのように変容し

たのかについて重点的に評価，検討する。 

〇カリキュラム・マネジメントの観点から，学校種間の接続や各教科の融合について有効性

を検証する。 

〇保護者の視点からも「創る科」の学習効果を評価する。

第

４

年

次

＜計画＞ 

〇「創る科」をコアとした教育課程の編成とその効果について総合的に検証する。 

〇「価値の創出」と「価値の受容と転移」を，教科として取り入れたことによる子供の変容

を中心に教育上の意義や効果や課題を整理する。 

〇教育課程編成と指導上の留意点等について，一般化を前提に検討，整理を行う。 

〇教育課程全体を俯瞰し，教科や学年を越えた教育内容の統合，整理等を実施し，「創る科」

を 組み入れた本校独自の指導要領の策定を行う。 

＜評価＞ 

〇研究期間全体を通した最終評価として，全期間を通した量的，質的評価を実施する。 

〇子供や保護者に対するアンケートを実施し，研究開発の取組が，子供の意識や態度に及ぼ

した影響を評価する。 

〇「創る科」の内容構成が，子供の発達段階や学校教育課程に照らして適切であったか否か

を，総合的に評価する。

参考文献 

福岡教育大学附属福岡小学校（２０１９） 研究紀要No.49 

平成２７～３０年度 文部科学省研究開発学校指定第４年次 

□研究全体構想 □学習指導要領試案実践事例集 □未来社会を創造する主体を育成する教育課程の編成 
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第 1 学 年 創 る 科 学 習 指 導 案

１年１組 指導者 志 賀 直 美 

 題 材  どっちにとってもいいって すてきだね

１ 本題材で創出、受容・評価される価値

 本単元で創出、受容・評価される価値は、相手の思いも自分の思いも大切にすることである。 

２ 本題材で価値を創出、受容・評価している子どもの姿 

今後ＡＩの普及により、人との関わりが希薄になり、物事をより早く簡単に解決することが

当たり前の社会になると予想される。そんな社会だからこそ、「人間らしさ」を大切にした教

育を行うべきだと考える。ここでいう「人間らしさ」の一つは、思いである。思いは個々様々

であり、時に共感し合い、時にぶつかり合う。その思いをしっかり出し合うことで自分とは違

う思いをもつ人の存在に気付くことを大切にしたい。「人間らしさ」のもう一つは、互いの思

いを大切にして調整することである。子どもたちは、生活圏の広がりとともに様々な立場の人

との関わりも増えていく。その際、思いの異なる人と意見を戦わせたり、安易に譲ったり、す

ぐに結論を求めたりするばかりでなく、互いの思いを大切にすることも、よりよい社会を築い

ていく上で必要であると考える。 

本学級の子どもたちは、これまでの生活科の学習をとおして、本気で思いを伝え合う中で、

自分と同様に友達や生き物にも思いがあることを学んできた。意見が異なる際には、すぐにじ

ゃんけんや多数決で決めるのではなく、互いの思いを大切にして解決策を見いだしてきた経験

がある。本題材では、そのような経験をもとに、互いの思いを大切にするよさを自覚できるよ

うにしたい。また、これまでに経験した解決策を整理することで、見いだした方法を生活や学

習の中で生かす場面を想定し、これからの生活で活用できるようにしたい。 

３ 本題材で子どもが価値を創出、受容・評価していくために 

子どもが本題材において価値を創出、受容・評価していくために、以下のように支援を具体

化する。 

○ 生活科の出来事を想起できるよう子どもが作成した記録カードを提示し、その時の思いを

問う。そうすることで、互いの思いを大切にするよさに気付くことができるようにする。【創】

○ 経験した解決策を出し合い、整理する場を設ける。そうすることで、見いだした方法を使

えば互いの思いを大切にできることに気付くことができるようにする。【受】 

○ 見いだした方法はどのようなときに活用できそうか問う。そうすることで、身近な生活場

面でも活用できそうだということに気付くことができるようにする。【評】 

４ 本題材で育成される教科の枠を超えた資質・能力

認知的能力 非認知的能力 

学びを進め

る力 
言葉にする力 見極める力 捉える力 

試行錯誤 

する力 
開発する力 

人とうまく 

やる力 

おもしろいと

感じる力 

○ 言葉にする力

互いの思いを大切にするよさを自覚することは、自分の思いを相手に伝えようとしたり、相

手の思いを聴き取ろうとしたりすることにつながるであろう。

○ 人とうまくやる力

 互いの思いを大切にした解決策を整理し活用していくことは、立場の異なる人と協働してよ

りよい社会を築いていくことにつながるであろう。 
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５ 本時案 【令和２年 １月２５日 ９：０５～ ９: ５０ １年１組教室】

（１）ねらい  相手と自分の思いを大切にするよさに気付き、生活科の時間に見付けた解決

策を整理することをとおして、見いだした方法の活用場面を考えることができ

るようにする。 

（２）学習過程 ※下線は価値を創出、二重下線は価値を受容・評価している子どもの意識 

学習活動・学習内容 子どもの意識 ○教師の支援 

１ 相手と自分の思

いを大切に考えた

場面を想起する。 

（15 分）

・記録カードを決め

た場面での解決策 

２ 相手と自分の思

いを大切に考えた

時の解決策を整理

する。     

（20 分）

・経験した解決策 

３ 見いだした方法

を活用する場面に

ついて考える。

 （10 分）

・活用場面の想像 

・経験の想起 

・モルモットの記録カードを決めるときにＡ

ちゃんが悲しそうだったね。だから 6 人全

員のカードを使うことに決めたね。

・一つに決めた方がよいと思ったけれど、頑

張ってつくってきた６人がみんなうれしそ

うでよかったよ。 

Ａ私のカードを使うことになってうれしかっ

たよ。みんなが考えてくれたお陰だよ。 

B みんなの思いを大切にするってよいね。 

・他にもじゃんけんや多数決もあったね。 

Ａじゃんけんや多数決は早く決まるけれど、

それで決まったらきっと悲しかったな。 

・そういえば、「モルモットが大人になった

よおめでとうの会」の時に、モル助と私た

ちのどちらもがよい方法を考えたよ。

・好きな食べ物を使ってケーキを作ったね。

・餌はモル助のことを思ったし、形はぼくた

ちの思いを入れたのだったよ。

・材料と形を組み合わせる方法だったね。

・いつもの餌とケーキと時間を半分ずつにす

る方法も考えたね。

・お祝いの歌は、実際に歌って決めたよ。

・いつもみんなで思いを出し合ったから思い

が伝わったし、よい考えが生まれたね。

B こういう方法を使えば相手の思いも自分の

思いも大切にできるのだね。

・遊びを決めるときに、時間を分けて、どち

らもできるようにするよ。 

・弟とよくものの取り合いになるから、今日

は弟、明日は私と交代して使うよ。 

Ａそれなら、今までもやっていたよ。でも、

今日見付けたことをもっと考えて使ってい

きたいな。

○生活科の出来事

を想起できるよ

う子どもが作成

した記録カード

を提示し、その時

の思いを問う。そ

うすることで、互

いの思いを大切

にするよさに気

付くことができ

るようにする。

【創】

○経験した解決策

を出し合い、整理

する場を設ける。

そうすることで、

見いだした方法

を使えば互いの

思いを大切にで

きることに気付

くことができる

ようにする。

【受】

○見いだした方法

はどのようなと

きに活用できそ

うか問う。そうす

ることで、身近な

生活場面でも活

用できそうだと

いうことに気付

くことができる

ようにする。 

【評】

友だちの気持ちを考えて決めて、

どうだったかな。

他にも相手の思いも自分の思いも大切にする方法はあるのかな 

見付けた方法はどのようなときに使えそうかな。

○時間、種類、量、

形の工夫 

・増やす 

・半分にする 

・組み合わせる 

○試す 

○ し っ か り と 話

し合う 

○じゃんけんや多

数決との違い

○全員のものを使

う考え方（機会

を増やす）
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第 ３ 学 年 創 る 科 学 習 指 導 案

３年１組 指導者 原 田 圭 介 

 題 材  きけんに対する想像力を働かせよう

１ 本題材で創出、受容・評価される価値

本題材で創出、受容・評価される価値は、身の回りに潜む危険に対する想像力を働かせるこ

とである。 

２ 本題材で価値を創出、受容・評価している子どもの姿 

子どもたちは、学校や家庭の中で、安全に生活できるように回りの大人に守られながら生活

している。そのような子どもたちが、身近な場面の中にどのような危険が潜んでいるか、危険

が潜んでいる場面で自分はどのように行動すればよいかについて考える学習に取り組む。この

ことは、学校や家庭だけでなく地域の中でも、身の周りに潜む危険に対する想像力を働かせな

がら、今まで以上に安全を意識して生活していこうとすることにつながるであろう。 

本題材は、自転車に乗っている場面や、公園で遊んでいる場面の中に、どのような危険が潜

んでいるか、危険が潜んでいる場面で自分はどのように行動すればよいかについて考える学習

である。授業の前半では、子どもたちは、身の回りに潜む危険に対する想像力を働かせなが

ら、２つの身近な場面の中にどのような危険が潜んでいるかについて考えていく。その際、身

の回りに潜む危険に対する想像力を働かせた場合と働かさなかった場合とを比較し、「行動」

が変わった理由を考えることを大切にしたい。そうすることで、根拠をもとに身の回りに潜む

危険に対する想像力を働かせることのよさに気付くことができるであろう。そして授業の後半

では、身の回りに潜む危険に対する想像力を活用できる場面について考えていく。 

３ 本題材で子どもが価値を創出、受容・評価していくために 

子どもが本題材において価値を創出、受容・評価していくために、以下のように支援を具体

化する。 

○ 自転車に乗っている場面と、公園で遊んでいる場面の写真を提示し、気付きを交流する場

を設定する。そうすることで、身の回りに潜む危険に対する想像力を働かせることができる

ようにする。【創】 

○ 安全に行動できた場合と、安全に行動できなかった場合を、それぞれ「場面」「行動」「結

果」に分けて板書上に示し、「行動」が変わった理由を問う。そうすることで、身の回りに潜

む危険に対する想像力を働かせることのよさに気付くことができるようにする。【受】

○ 身の回りに潜む危険に対する想像力を働かせるとよい場面にはどのようなものがあるかを

観点に、自分の生活を振り返るよう促す。そうすることで、自分の生活を見直し、身の回り

に潜む危険に対する想像力を働かせながら生活しようとすることができるようにする。【評】 

４ 本題材で育成される教科の枠を超えた資質・能力

認知的能力 非認知的能力 

学びを進め

る力 
言葉にする力 見極める力 捉える力 

試行錯誤 

する力 
開発する力 

人とうまく 

やる力 

おもしろいと

感じる力 

○ 開発する力          

子どもは、身の回りに潜む危険に対する想像力を働かせながら、身近な写真の中にある情報

を処理して、どのような危険が潜んでいるかについて考えることができるであろう。

○ 人とうまくやる力         

子どもは、身の回りに潜む危険に対する想像力を働かせることのよさについて、仲間と協働

しながら考えようとすることができるであろう。 
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５ 本時案  【令和２年 １月２５日 ９：０５～ ９：５０ ３年１組教室】

（１）ねらい  身近な場面にどのような危険が潜んでいるかを考えることをとおして、身の

回りに潜む危険に対する想像力を働かせながら生活していこうとすることがで

きるようにする。 

（２）学習過程 ※下線は価値を創出、二重下線は価値を受容・評価している子どもの意識 

学習活動・学習内容 子どもの意識 ○教師の支援 

１ 自転車に乗って

いる場面につい

て、気付きを交流

する。（15 分）

・危険についての情

報を処理すること

・身の回りに潜む危

険に対する想像力

を働かせること

２ 公園で遊んでい

る場面に、どのよ

うな危険が潜んで

いるかを考える。

（10 分）

・危険につ いての

情報を処理するこ

と

・身の回りに潜む危

険に対する想像力

を働かせることの

よさ 

３ 自分たちの日常

の 生 活 を 振 り 返

る。 （20 分）

・危険についての情

報を処理すること 

・自分の生活の見直

 し 

・身の回りに潜む危

険に対する想像力

を働かせることの

よさ 

・自転車の前にボールが転がっているね。

・ボールと離れているから、まだ進めるよ。

A 待って。止まらないときけんだよ。

・えっ。ボールにはぶつからないよ。

・子どもが飛び出してくるかもしれないよ。

B あれっ、子どもなんて見えないけれど。

A 見えないけれど、ボールを追いかけて子ど

もが飛び出してくるかもしれないよ。

・やはり、見えないところから子どもが走っ

てきた。ぶつからなくてよかったね。

・「場面」は同じでも、「行動」と「結果」が

変わったことが分かるよ。

・「行動」が変わったから「結果」が変わっ

たのだね。

・見えなかったけれど、この後、子どもが飛

び出してくると想像したからだと思うよ。

B 今度は、公園で遊んでいる場面の写真だ。

特にきけんなところはなさそうだよ。

・あそこに一人で遊んでいる子がいるね。

・この子の後ろに誰かいるのかな。

・やっぱり。後ろに不審者が隠れていたよ。

A この子は「行動」を変えたから「結果」が

変わったのか。逃げてよかったね。

B 姿が見えなくても、植え込みに誰かいる

かもしれないと想像するとよいのだね。 

・廊下歩行の場面だ。落ち着いて歩いている

よ。

・落ち着いて歩いている人は、どのようなこ

とを想像しながら歩いているのだろう。

B 慌てると誰かとぶつかるかもしれないと想

像しているのではないかな。

・給食の場面だ。慎重に配膳しているね。

・慌てるとこぼれると想像しているのだね。

A 普段からこの後どうなるかを想像しながら

行動すると、きけんを避けることができる

のだね。

◯自転車に乗って

いる場面と、公園

で遊んでいる場

面の写真を提示

し、気付きを交流

する場を設定す

ることで、身の回

りに潜む危険に

対する想像力を

働かせることが

できるようにす

る。【創】 

○安全に行動でき

た場合と、安全に

行動できなかっ

た場合とを、それ

ぞれ「場面」「行

動」「結果」に分け

て板書上に示し、

「行動」が変わっ

た理由を問うこ

とで、身の回りに

潜む危険に対す

る想像力を働か

せることのよさ

に気付くことが

できるようにす

る。   【受】

○身の回りに潜む危

険に対する想像力

を働かせるとよい

場面にはどのよう

なものがあるかを

観点に、自分の生

活を振り返るよう

促すことで、自分

の生活を見直し、

身の回りに潜む危

険に対する想像力

を働かせながら生

活しようとするこ

とができるように

する。【評】

この後どうなるかを想像すると、きけんを避けることができるのかな

自分の生活で、この後どうなるかを

想像するとよい場面はないかな。

どうして、「行動」が変わったのだろう。
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第 ４ 学 年 創 る 科 学 習 指 導 案

４年２組 指導者 森 重 孝 介 

 単 元 どんな問題があるかな？発見！解決！納得！

１ 本単元で創出、受容・評価される価値

 本単元で創出、受容・評価される価値は、「問題を分析すること」である。問題を分析する

ことで、多面的に問題を発見し、妥当な解決方法を求めることにつながると考える。 

２ 本単元で価値を創出、受容・評価している子どもの姿 

国立教育政策研究所の「論点整理」では、２１世紀に求められる資質・能力の一つを「思考

力」とし、その構成要素として、問題解決・発見、論理的・批判的・創造的思考等を挙げてい

る。子どもたちは、これまでに教科学習で問題解決学習に取り組んだり、生活にかかわる問題

を仲間と協力して解決したりしてきた。このような子どもたちが、多面的に問題を発見したり

妥当な解決方法を求めたりするために、問題を分析する学習に取り組む。子どもたちは、問題

を分析する過程で、論理的・批判的・創造的思考力を発揮するであろう。また、問題を分析す

ることが、今後、正解が一つではない問題に子どもたちが出合ったときに、その問題に対して

向き合おうする態度を培うことにつながると考える。 

本単元は、子どもたちの生活にかかわる問題を分析しながら解決方法を考える学習である。

子どもたちは今までの生活経験から目に見える事象を捉えて、問題を発見したり、解決方法を

考えたりするであろう。その際、発見した問題を分析することを大切にしたい。そうすること

で、他者意識や自律心などの目に見えない問題を発見したり、妥当な解決方法を求めたりする

ことができると考えたからである。 

３ 本単元で子どもが価値を創出、受容・評価していくために 

子どもが本単元において価値を創出、受容・評価していくために、以下のように支援を具体

化する。 

○ 単元の初めに、子どもたちの生活にかかわる問題場面を複数提示し、問題発見と解決をさ

せ、その過程を比較するよう促す。そうすることで、問題発見と解決の過程が様々な場面で

生かせることに気付くことができるようにする。【評】 

○ 解決方法に対して「本当に解決できるのか」と問い、発見した問題を見直すよう促す。そ

うすることで、発見した問題をより深く分析することができるようにする。【創】 

○ 問題を分析するよさを問う。そうすることで、問題を分析することが、目に見えない問題

を発見したり、妥当な解決方法を求めたりすることにつながると気付くことができるように

する。【受】 

４ 本単元で育成される教科の枠を超えた資質・能力

認知的能力 非認知的能力 

学びを進め

る力 
言葉にする力 見極める力 捉える力 

試行錯誤 

する力 
開発する力 

人とうまく 

やる力 

おもしろいと

感じる力 

○ 学びを進める力

子どもは、自分たちの生活にかかわる問題を分析する。分析することは、問題を解決したり、

目に見えない問題に気付いたりすることにつながるであろう。 

○ 人とうまくやる力

子どもは、自分たちの生活にかかわる場面から問題を発見する。問題を発見することは、道

徳性を育むことにつながるであろう。 
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５ 指導計画（全３時間）

 第１次 問題場面から問題発見し、解決方法を考える（１時間）

第２次 問題をより深く分析し、解決方法を考える（２時間）【本時１／２】

６ 本時案  【令和２年 １月２５日 ９：０５～９：５０ ４年２組教室】

（１）ねらい  問題を解決するための話し合いをとおして、問題を分析する大切さに気付き、

多面的に問題を発見しようとする態度を培う。 

（２）学習過程 ※下線は価値を創出、二重下線は価値を受容・評価している子どもの意識 

学習活動・学習内容 子どもの意識 ○教師の支援 

１ 問題を発見し、 

解決方法を考える。

（10 分）

・問題発見

・問題解決

２ 発見した問題を

分析する。

（20 分）

・多面的な思考 

・批判的な思考 

・論理的な思考 

・創造的な思考 

・道徳性 

３ 問題を分析する 

 よさを話し合う。 

（15 分）

・自分事で考えるこ 

 と 

・妥当性を探る力 

・トイレのスリッパがそろわないことについ

て考えていくのだね。

・前の時間で見つけた方法で問題を発見し、

解決方法を考えていこうよ。

・向きが反対のスリッパだね。 

・次に使う人が使いにくそうだ。 

・早く教室に戻ろうという焦りがあるからこ

ういうことになるのだよ。 

・「□の中にスリッパを入れましょう」って

ポスターを作ってよびかけよう。 

Ａすぐに解決方法が見つかったね。 

・そういえば、私は急いでいる時にポスター

を見たことがないよ。 

Ａ僕もそうだよ。見る時間は無かったなあ。 

・友達と話していて、休憩時間の使い方を失 

敗してしまったね。 

Ｂ時間の問題を見つけることができたよ。そ 

れが問題を深く分析するというのだね。 

・時間の問題があるなら、「休みの 10 分を大 

切に使おう」というポスターはどうかな。 

・みんなが時間の使い方を意識しそうだね。 

・意識するためにはみんなで声をかけ合うこ 

 とも大切だよね。 

Ａ問題を深く分析すると、時間の問題が見え

てきたね。

Ｂ時間の問題にあった解決方法を考えること

ができたよ。

・これから自分たちの問題を解決することに

使えそうだね。

・でも、問題は他にないかな。 

・□の数や位置も解決につながりそうだよ。

Ｃようし、次の時間にできるかどうか考える

とよいね。□の数や位置を変えてもよい

か、五十部先生に聞いてみるよ。

○前時の学習を基

に問題発見と解

決をするよう促

すことで、その過

程が本時でも活

用できることに

気付くことがで

きるようにする。

【評】

○解決方法に対して

「本当に解決でき

るのか」と問い、

発見した問題を見

直すよう促す。そ

うすることで、発

見した問題をより

深く分析すること

ができるようにす

る。    【創】

○問題を分析する

よさを問うこと

で、問題を分析す

ることが、目に見

えない問題を発

見したり、妥当な

解決方法を求め

たりすることに

つながると気付

くことができる

ようにする。  

【受】

どんな問題があるだろうか

問題を分析することに、どんなよさがありますか。

この方法で本当に解決できるのかな。
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第 ４ 学 年 創 る 科 学 習 指 導 案

４年１組 指導者 小 林 弘 典 

 単 元  プロジェクト F ～「フリートークの時間」の計画を立てよう～ 

１ 本単元で創出、受容・評価される価値

「フリートークの時間」における各トークの価値 

各トーク名 お題提供者にとっての価値 参加者にとっての価値 特徴 

質問トーク 自分では気付けなかったことに気付く 質問することで仲間のことが分かる 拡散 

フリートーク 自分の興味関心をもとに話し合いを始

め、お題をもとに仲間のことを知る 

仲間のことを知ったり、考えを伝えた

り、自分を知ってもらったりする 

クイズトーク  答えをめざし、質問と思考を繰り返す 焦点化 

サークル対話  仲間の考えと自分の経験や考えを比較

し、考えを深める  

２ 本単元で価値を創出、受容・評価している子どもの姿 

自分たちは何のために「フリートークの時間」を行っているのか、それによってどんな力が

付いてきたのか、について改めて考える時間として本単元を設定した。子どもたちは、今後の

「フリートークの時間」を計画することをとおして、各トークの価値に目を向け、その価値を

もとに仲間と話し合っていくであろう。その際、見出した各トークの価値をもとに、各学年の

立場に立って「フリートークの時間」を計画することを大切にしたい。そうすることで、各ト

ークの価値をより自覚して「フリートークの時間」に取り組み、自他についてより深く理解す

ることができると考えるからである。 

３ 本単元で子どもが価値を創出、受容・評価していくために 

子どもが本単元において価値を創出、受容・評価していくために、以下のように支援を具体

化する。 

○ 第１次では、考えた計画の理由を問い返す。そうすることで、各トークの価値に目を向け

ることができるようにする。【創】 

○ 第３次では、学年によって計画を変えている子どもを見取った際、全体で取り上げたり、

理由を問い返したりする。そうすることで、各トークで感じている価値をもとに各学年の立

場に立って多角的に考えることができるようにする。【評】 

○ 明日からの計画、全学年の計画、朝の「フリートークの時間」の意味の順で考える単元構

成を仕組む。そうすることで、各トークの共通点に目を向けて、価値を感じながら朝の「フ

リートークの時間」に参加することができるようにする。【受】 

４ 本単元で育成される教科の枠を超えた資質・能力

認知的能力 非認知的能力 

学びを進め

る力 
言葉にする力 見極める力 捉える力 

試行錯誤 

する力 
開発する力 

人とうまく 

やる力 

おもしろいと

感じる力 

○ 捉える力

各トークの価値をもとに、過去の自分を振り返ったり未来の自分を想像したりしながら、創

出した各トークの価値について、1 年生から 6 年生までの各立場で多角的に考えることになる

であろう。

○ 人とうまくやる力

自他についての理解を深め、よりよい人間関係を築くためには、聴く、伝える、質問するこ

とが大切であるということに気付くであろう。
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５ 指導計画（全４時間）

第１次 明日からの「フリートークの時間」の計画を立てる（１時間） 

第２次 高学年のフリートークを参観する（１時間） 

第３次 全学年の「フリートークの時間」の計画を立てる（１時間）【本時１／１】 

第４次 朝の「フリートークの時間」の意味について考える（１時間） 

６ 本時案  【令和２年 １月２５日 １０：００～１０:４５ ４年１組教室】

（１）ねらい  全学年の「フリートークの時間」の計画を立てることをとおして、各トーク

の価値について考えることができるようにする。 

（２）学習過程 ※下線は価値を創出、二重下線は価値を受容・評価している子どもの意識 

学習活動・学習内容 子どもの意識 ○教師の支援 

１ 全学年の「フリ

ートークの時間」

を計画する。

（40 分）

・各トークの価値 

・学年に応じた計画

（計画例）

２ 本時の振り返り

をする。

（５分）

・各トークの価値や

計画の評価 

月 火 水 木 金

１

年

質 ク 質 ク フ

２

年

質 ク 質 フ フ

３

年

質 ク フ フ フ

４

年

質 ク サ フ フ

５

年

サ サ サ フ フ

６

年

サ サ サ サ フ

・高学年は、質問トークやクイズトークより

もサークル対話の時間を増やしたいな。

Ａ６年生は、全部サークル対話にしよう。５

年生はフリートークとサークル対話で、１

年生から３年生はサークル対話以外の３つ

のトークにしてみたよ。

・サークル対話は、考えが深まる面白さがあ

って、高学年になるともっと面白くなると

思うからだよ。 

・質問トークやクイズトークは、質問する練

習になるよ。クイズトークは、答えを当て

る楽しさもあるから低学年向きだよ。 

Ａそれなら、低学年は、もっとクイズトーク

や質問トークを増やしたらよいと思うよ。 

Ｂフリートークは、友だちのことを知ること

ができるよさがあるから、低学年でも６年

生でもやるべきだよ。 

・出来上がった計画を見ると、学年が上がる

につれて、質問トークやクイズトークが減

り、サークル対話が増えるような計画にな

ったね。 

Ａ友だちのことを知る楽しさから、深まる楽

しさに変わっていく計画だね。 

Ｂ1 年生や６年生など、違う学年の立場で考

えることでよい計画になったと思うよ。

Ａみんなと一緒に考えたことで、各トークに

それぞれ違ったよさがあることがはっきり

と分かったね。 

・各トークに共通する価値もありそうだな。

もっと話し合いたいな。 

◯学年によって計画

を変えている子ど

もを見取った際、

全体で取り上げた

り、理由を問い返

したりする。そう

することで、各ト

ークで感じている

価値をもとに各学

年の立場に立って

多角的に考えるこ

とができるように

する。 【受・評】

◯各トークの価値に

ついての発言は、

板書上に整理す

る。そうすること

で、各トークの価

値を共有しながら

計画について考え

ることができるよ

うにする。 

【受・評】

◯「フリートークの

時間」の計画を表

やカードを使用し

て板書に示す。そ

うすることで、計

画を俯瞰して見

て、各トークの価

値を関連付けなが

ら考えることがで

きるようにする。

【受・評】

どうしてこのような計画にしたのかな。

どんな計画にしようかな 
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第 ６ 学 年 創 る 科 学 習 指 導 案

６年１組 指導者  森 戸 幹 

 単 元 プログラミング的思考を生かそう ～分解、分析、再構成～

１ 本単元で創出、受容・評価される価値

本単元で創出、受容・評価される価値とは、事物を分解、分析、再構成すること（プログラ

ミング的思考）である。本単元におけるプログラミング的思考とは、事物がどのような要素で

構成されているのかを捉え（分解）、各要素の働きを理解し（分析）、各要素が組み合わさるこ

とでどのような働きをするのかを考える（再構成）ことである。 

２ 本単元で価値を創出、受容・評価している子どもの姿 

現在、コンピューターやＡＩの急速な発達や普及により、新しい技術や物が次々と生み出さ

れている。現代社会を生きる子どもには、新しい技術や物に適応し、使いこなしていくことが

求められる。このような子どもが、事物を分解、分析、再構成する学習に取り組む。このこと

は、未知の事物に出合った際でも、その特徴を捉えたり、使いこなしたりして、自分の生活を

より豊かにしていくことにつながるであろう。 

本単元では、分解、分析、再構成することで、使い方の分からない物でも自分の思うように

使いこなしていくことをめざしていく。その際、分解、分析することで得られた要素や働きを

整理し、再構成をしていく過程で、事物を筋道立てて考えていくことを大切にしたい。そうす

ることで、論理的思考力を養い、様々な場面においても事物を筋道立てて考えていくことがで

きるようになると考える。このような学習を繰り返し経験することで、子どもは分解、分析、

再構成することの価値を受容し、積極的に活用していくであろう。 

３ 本単元で子どもが価値を創出、受容・評価していくために 

子どもが本単元において価値を創出、受容・評価していくために、以下のように支援を具体

化する。 

○ 単元をとおして、使い方の分からない物を特定していく活動を仕組む。そうすることで、

事物の要素や働きに目を向ける必要性に気付くことができるようにする。【創】 

○ 使い方の分からない物を特定することができた際には、その過程を振り返り、効果的であ

った方法を全体で共有する。そうすることで、分解、分析、再構成するよさに気付くことが

できるようにする。【受】

○ 分解、分析、再構成の考え方をフローチャート化し、様々な場面に当てはめて考えるよう

促す。そうすることで、別の文脈においても事物を筋道立てて考えていくことができるよう

にする。【評】 

４ 本単元で育成される教科の枠を超えた資質・能力

認知的能力 非認知的能力 

学びを進め

る力 
言葉にする力 見極める力 捉える力 

試行錯誤 

する力 
開発する力 

人とうまく 

やる力 

おもしろいと

感じる力 

○ 開発する力

子どもは分解、分析することで事物の要素や働きを捉えていく。その要素や働きを整理し、

組み合わせていくことは筋道立てて事物を考えていくことにつながるであろう。 

○ おもしろいと感じる力

分解、分析、再構成することは、未知の事物に出合っても抵抗感を示すのではなく、前向き

に関わろうとすることにつながるであろう。 
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５ 指導計画（全７時間）

第１次 使い方の分からない物を分解、分析、再構成する（３時間） 

第２次 分解、分析、再構成の考え方を活用する（４時間）【本時１／４】 

６ 本時案【令和２年 １月２５日  １０：００～１０：４５ 理科室】

（１）ねらい  MESH ブロックの使い方について考える活動をとおして、分解、分析、再構成

するよさに気付くことできるようにする。 

（２）学習過程 ※二重下線は価値を受容・評価している子どもの意識 

学習活動・学習内容 子どもの意識 ○教師の支援 

１ MESH ブロックを

分解、分析する。 

（25 分）

・各ブロッ クの要

素 

・各ブロッ クの働

き 

２ MESH ブロック

を再構成する。

（15 分）

・各要素の働きを

組み合わせるこ

と 

３ 分解、分析、 

再構成するよさ 

について振り返

る。   （５分）

・分解、分析、再 

構成するよさ 

・ブロックにはいろいろな種類があるぞ。 

・それぞれのブロックはどのような働きをす

るのかな。 

・あ、ブロックを押すと明かりがついたよ。 

Ｂこれはボタンの働きをするブロックと光る

働きをするブロックなのだね。 

Ａフローチャートの吹き出しにブロックの働

きを記録していこう。 

Ｂこれはどうだろう。カメラのような物がつ

いているね。 

・あ、カメラに手をかざすと明かりがついた

よ。自動ドアのセンサーみたいだね。 

Ｂそれぞれ、どのような働きをするブロック

なのか分かったきたぞ。 

・センサーと光るブロックで、人がいるとき 

だけ明かりがつく照明ができそうだよ。 

Ａフローチャートを使うと、まず人が近づい

たことをセンサーで感知して、次に明かり

がつく、そして人がいなくなったことをセ

ンサーで感知するという順番だね。 

・よし、できたぞ。きちんと作動するかな。

やった、人がいると明かりがついて、離れ

ると消える照明ができたぞ。 

Ｂ分解、分析して考えることで MESH ブロック

がどのような働きをするのか分かったね。 

Ａ再構成して考えると、生活の中で使えそう

な物ができたね。 

・MESH ブロックの組み合わせを考えて、もっ

といろいろな物を作っていきたいな。 

◯分解、分析をして

いる子どもを見取

った際はその考え

を価値付け、全体

に紹介する。そう

することで、MESH

ブロックの要素や

働きに目を向ける

ことができるよう

にする。 【受】

○フローチャートの

吹き出し部分に、

MESH ブロックの働

きを記録するよう

促し、それを自由

に組み合わせるこ

とができるように

する。そうするこ

とで、組み合わせ

た結果、どのよう

な働きをするのか

を考えることがで

きるようにする。

【受】

〇分解、分析、再構

成するよさについ

て振り返るよう促

す。そうすること

で、新たな物を生

み出すような文脈

でも分解、分析、

再構成の考え方が

活用できることに

気付くことができ

るようにする。 

【評】

MESH ブロックを組み合わせる

とどのような物ができるかな。

MESH ブロックとは、どのような物だろうか 

分解、分析、再構成する考え方

は役に立ったかな。
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第 １ 学 年 創 る 科 学 習 指 導 案

１年２組 指導者 岡 本 貴 裕 

 単 元 名  ９マスパズル

１．訪問日 

 令和元年１２月６日（金） １３：２５～１４：１０ １年２組教室 

２．訪問校 

 山口大学教育学部附属山口小学校 

３．本単元で創出、受容・評価される価値

本単元で扱う「９マスパズル」に取り組むことには、多くの価値が内在している。「向きを

変える、まとまりで捉えるといった見方」や「整理する、変形するといった行為」そのものが

本活動に内在する価値である。これらの見方や行為を獲得することは、今後の算数科における

学びを促進するであろう。例えば、まとまりで捉えることは乗法の学習に、変形することは面

積の学習における等積変形で活用することができる。教科の学びを促進させる経験を多く積む

ことが、子どもの豊かな学びへとつながっていくであろう。 

４．本単元で価値を創出、受容・評価している子どもの姿 

各教科の学習で育てたい資質・能力は、子どもが活動に没頭し、試行錯誤する中で育まれて

いくと感じている。それは、算数科の学習では、遊びをとおして数や図形についての感覚を豊

かにしたり、理科の学習では、実験や観察をとおして比較や条件制御の考え方をしたりする

等、活動をとおして得られる価値は多いと考えるからである。しかし、本学級の子どもは活動

の中で無自覚に言葉を発したり、試行錯誤をしたりしており、教師の介入なしには活動に内在

する価値に気付くことは難しい。そのような子どもが「９マスパズル」に取り組む中で、本活

動に内在する価値をそれぞれに感じ取る。その際、感じ取った価値を顕在化させていく必要が

ある。そうすることで、子ども一人ひとりが創出した価値を互いに受け入れ、等積変形を扱う

等、様々な学習場面においても活用していくことができ、学びを促進させていくであろう。

５．本単元で子どもが価値を創出、受容・評価していくために 

子どもが本単元において価値を創出、受容・評価していくために、以下のように支援を具体

化する。 

○ パズルの合成や分解の際に、パズルの移動や切る回数についての条件を提示して活動する

よう促す。そうすることで、向きを変える、まとまりで捉えるといった見方を働かせて、パ

ズルを整理したり、変形したりすることができるようにする。【創】 

○ 子どものパズルの操作を区切り、操作の続きを考えるよう促す。そうすることで、自他の

整理や変形の方法や意味に気付くことができるようにする。【受・評】

○ パズルの合成や分解場面の最後に、等積変形の場面を設定する。そうすることで、自他の

整理や変形の方法や意味をもとに似た文脈で活用することができるようにする。【受・評】 

６．本単元で育成される教科の枠を超えた資質・能力

認知的能力 非認知的能力 

学びを進め

る力 
言葉にする力 見極める力 捉える力 

試行錯誤 

する力 
開発する力 

人とうまく 

やる力 

おもしろいと 

感じる力 

○ 試行錯誤する力

子どもは、「９マスパズル」に取り組む中で、試しては結果を見て自分の考えを修正するとい

った経験をする。この経験が今後、よりよい考えを創っていくことにつながるであろう。

○ おもしろいと感じる力

「９マスパズル」は様々な課題を設定することができる発展性のある教材である。子どもは、

没頭できるだけでなく、帰納的に考えることのおもしろさなども味わうことができる。 
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７．単元計画（全５時間）

第１次 「９マスパズル」の行い方を知る（１時間） 

第２次 「９マスパズル」を合成する（２時間）【本時１／２】 

第３次 「９マスパズル」を分解する（２時間） 

８．実施調査日の授業の目標 

「９マスパズル」の合成に取り組むことをとおして、自他の整理や変形の方法や意味に気付

き、等積変形の場面に活用しようとすることができる。 

９．実施調査日の授業の展開 

学習過程 ※下線は価値を創出、二重下線は価値を受容・評価している子どもの意識 

学習活動・学習内容 子どもの意識 ○教師の支援 

１ 「９マスパズ

ル」の合成に取り

組む。 （15 分）

・活動の見通し

・試行錯誤の視点

２ パズルの整理や

変形の方法や意味

について考える。

（20 分）

・まとまり で捉え

ること 

・向きを変 えるこ

と 

・自他の整理や変

形の方法や意味 

３ 台形から正三角

形への等積変形を

行う。

 （10 分）

・等積変形 

・今日はどのような形を元に戻すのかな。

・あっ、十の形になっているよ。 

・元に戻すことができるのかな。 

・十の形は、たくさん移動しないと元に戻ら

ないと思うよ。 

Ａ試しにやってみると、四角を４回移動した

よ。でも、４回は多いな。 

・もっと少ない回数で元に戻せないかな。 

Ｂぼくは、２回で元に戻せたよ。

・え、どのようにして元に戻したのかな。 

Ｂこのように、２マスずつ移動すると…。

・まとまりで動かすとよいのだね。

・あっ、Ｂくんの続きが分かったよ。向きを

変えて移動したのではないかな。 

Ａわたしも元に戻せたよ。まとまりをつくっ

て、向きを変えるとよいのだね。

・次は、階段の形が出てきたよ。 

・さっきと同じようにまとまりをつくった

り、向きを変えたりして動かしてみよう。

・うーん、難しいな。あっ、３個のまとまり

と 1 個の四角を移動すればよいのかな。

・本当だ。向きを変えて２回で元に戻せたね。

・三角のはしごのような形がでてきたよ。 

・この形から大きな三角に変形するのだね。 

・どの三角を動かせばよいのかな。

・まとまりをつくったり、向きを変えたりし

てみよう。

・すごい、できたよ。３個のまとまりをくる

っと回転させて、1 個の三角も向きを変え

ててっぺんに移動するとできたよ。 

・ちがう形でも試すとおもしろそうだね。

◯パズルの合成の際

に、パズルの移動

についての条件を

提示して活動する

よう促す。そうす

ることで、向きを

変える、まとまり

で捉えるといった

見方を働かせて、

パズルを整理した

り、変形したりす

ることができるよ

うにする。【創】 

○子どものパズルの

操作を区切り、操

作の続きを考える

よう促す。そうす

ることで、自他の

整理や変形の方法

や意味について考

えようとすること

ができるようにす

る。 【受・評】

○パズルの合成場面

の最後に、等積変

形の場面を設定す

る。そうすること

で、自他の整理や

変形の方法や意味

をもとに似た文脈

で活用していくこ

とができるように

する。【受・評】

「９マスパズル」をできるだけ少ない回数の移動で元に戻そう。

もっと少ない回数で元の形に戻すにはどのようにすればよいのだろう

では、この三角パズルも元に戻せるかな。
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第 ２ 学 年 創 る 科 学 習 指 導 案

２年１組 指導者 大 賀 拓 也 

 単 元 つないで、エンジョイ！

１ 本単元で創出、受容・評価される価値

 本単元で創出、受容・評価される価値は、状況に合わせてものを選択し、組み合わせること

である。 

２ 本単元で価値を創出、受容・評価している子どもの姿 

 本単元は、「リズム遊び(音楽づくり)」で学習した、選択し、組み合わせることを、「リズム

表現遊び」につなげられるように構成した。状況に合わせて４拍のリズムや体の動かし方を選

択し、組み合わせることで、体全体を使ってよりリズムの特徴を捉えたりリズムに乗ることを

楽しんだりすることができるであろう。単元前半では、自分たちが見付けた４拍のリズムの中

から、状況に合わせてリズムを選択し、手拍子や楽器で表現することを経験する。自分たちで

見付けた４拍のリズムを選択し、組み合わせることで、自分にもできそうだという安心感や表

現の見通しをもつことができ、表現する楽しさを味わうことができるであろう。単元後半で

は、状況に合わせて即興的に身体表現する場を仕組む。そうすることで、単元前半で受容した

価値を新しい状況で活用し、即興的な身体表現を楽しむことができるのではないだろうか。 

３ 本単元で子どもが価値を創出、受容・評価していくために 

子どもが本単元において価値を創出、受容・評価していくために、以下のように支援を具体

化する。 

○ 様々な４拍のリズムを聴き比べ、感じたことを交流することで、状況に合わせて４拍のリ

ズムを選択し、組み合わせることができるようにする。【創】 

○ 格子状にテープ（４ｍ×６本）を引いた場を使っての活動を仕組むことで、状況に合わせて

４拍のリズムや体の動かし方を選択し、組み合わせることができるようにする。【評】 

○ 振り返りの場面では、楽しさの理由を問うことで、状況に合わせて４拍のリズムや体の動

かし方を選択し、組み合わせることのよさに気付くことができるようにする。【受】 

４ 本単元で育成される教科の枠を超えた資質・能力

認知的能力 非認知的能力 

学びを進め

る力 
言葉にする力 見極める力 捉える力 

試行錯誤 

する力 
開発する力 

人とうまく 

やる力 

おもしろいと

感じる力 

○ 捉える力

 選択や組み合わせの経験を積み重ねることで、リズム感と巧みな動きがつながり、体全体の

感覚が養われることが期待できる。また、自分の感性や他者への憧れをもとに、体の動かし方

をアレンジしていくことで、さらにその感覚は高められていくであろう。

○ 人とうまくやる力

 自分の表現とは違う表現を聴いたり見たりすることで、互いの表現を認め合い、自己や他者

への理解が深まることが期待できる。また、状況に合わせて即興的に身体表現する場面では、

思いやりや協働の必要性を感じることができるであろう。
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５ 指導計画（全３時間） 

 第１次 ４拍のリズムを楽しむ（２時間）

 第２次 即興的な身体表現を楽しむ（１時間）【本時１／１】

６ 本時案  【令和２年 １月２５日 ９：０５～ ９：５０ 音楽室】

（１）ねらい  状況に合わせて４拍のリズムや体の動かし方を選択し、組み合わせることを

とおして、即興的な身体表現を楽しむことができる。 

（２）学習過程 ※下線は価値を創出、二重下線は価値を受容・評価している子どもの意識 

学習活動・学習内容 子どもの意識 ○教師の支援 

１ 太鼓に合わせて

手拍子をする。

（５分）

・４拍のリズム

２ 音楽に合わせ体

の動かし方を試

す。      

 （10 分）

・体の動かし方

・選択、組み合わせ 

・テープの使い方 

３ 音楽に合わせ

体を動かす。 

（20 分）

・即興的な身体表

現 

・友だちの動きの

よさ 

４ 本時を振り返

る。  （10 分） 

・価値の評価 

・他の場面での活

用 

・今日は太鼓に合わせて手を叩くのだね。

・タンタンに合わせて、タタタタで叩こう。

・あれ、Ａくんは、体を動かし始めたよ。

・床のテープを使ったら楽しそうだな。

・Ａくんみたいに、体を動かしたいな。

・音楽をかけたり、床のテープを使って跳ん

だり回ったりしたいな。

・前の時間のリズムを使ってみたらどうか

な。

・Ａくんは、タンタンの後にタタタタを合わ

せたのだね。そうやって組み合わせればよ

いのか。

・テープが格子状だから、いろいろな動き方

ができそうだよ。

・よし、音楽に合わせてやってみよう。

Ａタタタタは速いステップで動こう。

・友だちと見せ合っても、楽しいな。

Ｂどのように動けばよいのかな。まずはタン

タンとケンパを組み合わせてみるのだね。

・テープの反対側から友だちが来たぞ。じゃ

んけんほい。負けたから道を譲るよ。

・テープの途中で曲がる友だちもいるね。

Ｂタンタンで動けたから、次はＡくんのよう

なステップを組み合わせてみるぞ。

・リズムや体の動かし方を組み合わせて、た

くさん動けて楽しかったよ。

Ｂはじめは動き方が分からなかったけど、リ

ズムと動きを選んで組み合せたり、友だち

のまねをしたりして、動けたからだよ。

・選んで組み合わせることで楽しく活動でき

るのだね。

・他の教科でも、学習が楽しめるように選ん

だり組み合わせたりしていきたいな。

○格子状にテープを

引いた場を使って

の活動を仕組む。

そうすることで、

音楽に合わせてリ

ズムを選択し、体

の動かし方を組み

合わせることがで

きるようにする。

  【評】

○身体表現に困って

いる子どもを見取

った際には、自分

たちで見付けた４

拍のリズムや体の

動かし方から選択

するよう促すこと

で、身体表現の見

通しをもつことが

できるようにす

る。    【評】

○振り返りの場面で

楽しさに関する発

言が出た際は、そ

の理由を問うこと

で、状況に合わせ

て４拍のリズムや

体の動かし方を選

択し、組み合わせ

ることのよさに気

付くことができる

ようにする。  

          【受】

どうして楽しむことができたのかな。

もっと身体表現を楽しむためにはどうすればよいだろう 
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第 ５ 学 年 創 る 科 学 習 指 導 案

５年１組 指導者 紀 村 修 一 

 単 元 創ろう理想の道路！～「交通事故の防止」～

１ 本単元で創出、受容・評価される価値

本単元で創出、受容・評価される価値は、批判的思考を働かせることである。ここでいう「批

判的」とは、やみくもに他者を攻撃したり排除したりすることではなく、他者の主張を鵜呑み

にせず、自分自身の考えについても本当にそうなのかと疑うことを意味する。そのような批判

的思考と根拠が一体となり、子どもは目的に向かって問題解決や意思決定を行うのである1。

２ 本単元で価値を創出、受容・評価している子どもの姿 

 本学級の子どもたちは、これまでに各教科の学習やフリートークにおいて、仲間の考えを受

け止めたり称賛したりする中で、思いやりの気持ちや共生の視点をもつことの大切さを実感し

ている。一方で、思いやりの気持ちや共生の視点をもつからこそ、仲間の考えに反論する経験

が少ない。そのような子どもたちが、批判的思考を働かせながら仲間と共に理想の道路を創る

学習に取り組む。このことは、一人ひとりが主体となり、多様な他者との対話によって多様な

解決策を創り出すことにつながるであろう。

 本単元は、町の地図に安全施設2を加えて理想の道路を創る学習である。子どもたちは、体育

科保健領域での学習や生活経験を生かしながら、仲間と共に学習に取り組むであろう。その際、

批判的思考を働かせることができるようにしたい。そうすることで、考えが妥当であるか否か

を判断基準として、問題解決や意思決定を行うことができると考えるからである。

３ 本単元で子どもが価値を創出、受容・評価していくために 

子どもが本単元において価値を創出、受容・評価していくために、以下のように支援を具体

化する。 

○ 他のグループが創った道路を見て、改善点とその根拠を伝えるよう促す。そうすることで、

批判的思考を働かせながら、理想の道路を創ろうとすることができるようにする。【創】 

○ 修正前後の道路を比較し、理想の道路を創るために役立ったアドバイスとその根拠を問う。

そうすることで、批判的思考を働かせることの効果に気付くことができるようにする。【受】

○ 学校周辺の安全施設を観察し、理想の道路か否かを協議する時間を設定する。そうするこ

とで、根拠をもって、既存の道路を批判的に捉えることができるようにする。【評】 

４ 本単元で育成される教科の枠を超えた資質・能力

認知的能力 非認知的能力 

学びを進め

る力 
言葉にする力 見極める力 捉える力 

試行錯誤 

する力 
開発する力 

人とうまく 

やる力 

おもしろいと

感じる力 

○ 見極める力

根拠をもって、批判的思考を働かせることで、考えに説得力が生まれ、目的に向かって問題

解決や意思決定を行うことにつながるであろう。

○ 人とうまくやる力

思いやりの気持ちや共生の視点を前提とし、批判的思考を働かせながら多様な他者と協働す

ることにつながるであろう。 

1 樋口直宏著（2013）『批判的思考指導の理論と実践 アメリカにおける思考技能指導の方法と日本の総合学

習への適応』 .学文社 .P.ⅰ
2 道路標識、道路標示、信号機（時差式・歩車分離式）、カーブミラー、歩道橋
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５ 指導計画（全３時間）

第１次 仲間と共に理想の道路を創る（２時間）【本時２／２】

第２次 既存の道路を批判的に捉える（１時間）

６ 本時案  【令和２年 １月２５日 １０：００～１０: ４５ ５年１組教室】

（１）ねらい  創った道路を他のグループと見せ合ったり改善点を伝え合ったりすることを

とおして、批判的思考を働かせることの効果に気付くことができるようにする。 

（２）学習過程 ※下線は価値を創出、二重下線は価値を受容・評価している子どもの意識 

学習活動・学習内容 子どもの意識 ○教師の支援 

１ 本時の学習のめ

あてを確認する。

（７分）

・道路を創ることへ

の関心

２ 仲間と共に理想

の道路を創る。

（30 分）

・批判的思考 

・歩行者の立場 

・運転者の立場 

・安全施設の特徴 

・「理想」の根拠 

３ 本時の学習を振

り返る。 （８分）

・役立ったアドバイ

ス

・批判的思考を働か

せることの効果 

・今日はどのような町に道路を創るのかな。 

・学校や病院があるよ。道幅も様々だね。

・今日も保健で学習した安全施設を町に設置

するぞ。さっそくやってみよう。 

Ａ 交通事故を減らすため、信号機を多く設

置しよう。歩行者が渡りやすくなるよ。 

Ｂ よいね。歩道橋もたくさん加えると、も

っと事故が減るのではないかな。 

Ａ 完成だ。みんなの道路も見てみたいな。 

Ａ Ｘグループは信号機の数が２基で危険だ

から、もっと数を増やした方がよいよ。 

Ｃ 確かに。でも、運転者の立場で考えると

車が進まないから困るのではないかな。

Ｄ 歩道橋の設置場所をよく考えた方がよい

よ。歩行者には便利だけれど、自転車や

車いすに乗る人には不便だからね。 

Ｂ 確かにそうだ。もう一度考えてみよう。 

Ａ 学校の前に歩道橋を設置すると、歩行者

も運転者も安心だね。大通りにある信号

機を減らしてみてはどうかな。 

Ｂ うん。それだと渋滞しなくなりそうだ。

Ａ やったあ。理想の道路ができたぞ。

・ どのグループも工夫があってよいね。は

じめの道路よりもよくなったぞ。

Ａ Ｃ君です。歩行者と運転者の両方を考え

ることに気付かせてくれたからね。 

Ｃ Ａ君と話したから、信号機の数と設置場

所について見直すことができたよ。

・ 思いが伝わってうれしかったよ。仲間と

批判的にアドバイスし合うってよいね。 

◯他のグループが創

った道路を見て、

改善点とその根拠

を伝えるよう促

す。そうすること

で、批判的思考を

働かせながら、理

想の道路を創ろう

とすることができ

るようにする。 

【創】

○アドバイスされた

内容について、グ

ループで協議する

場を設定する。そ

うすることで、仲

間の考えが妥当で

あるか否かを判断

基準として理想の

道路を創ることが

できるようにす

る。   【創】

○修正前後の道路を

比較し、理想の道

路を創るために役

立ったアドバイス

とその根拠を問

う。そうすること

で、批判的思考を

働かせることの効

果に気付くことが

できるようにす

る。   【受】

他のグループの道路を見て、改善点
とその根拠を伝えましょう。 

どうすれば理想の道路になるかな

誰のアドバイスが役立ちましたか。
それはなぜですか。

※本時案に示した

子どもについて

・ＡとＢは同じグル

ープの子ども

・ＣとＤは、ＡとＢ

のグループとア

ドバイスし合う

Ｘグループの子

ども
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第 ６ 学 年 創 る 科 学 習 指 導 案

６年２組 指導者 木 村 将 士 

 単 元 何が算数？これが算数！～発展的に考える力を磨く～

１ 本単元で創出、受容・評価される価値

本単元で創出、受容・評価される価値は、「発展的に考えること」である。「発展的に考える

こと」とは、新しい知識や理解を得たり、新たな問題を見付けたりするために、絶えず考察の

範囲を広げて考えることである。 

２ 本単元で価値を創出、受容・評価している子どもの姿 

「発展的」という言葉は昭和４３年の算数科学習指導要領改訂の際に、用いられるようにな

った言葉である。そして、新学習指導要領の中でも、算数科で求められる資質・能力の一つと

して発展的に考えることが挙げられている。どうして、発展的に考えることが時代を越えて大

切にされ続けているのだろうか。それは、発展的に考えることで、自らを成長させていくこと

ができるからだと考える。また、発展的に考えることは未知の事象に挑戦することでもある。

未知の事象に対して一歩を踏み出せる人間は、自らの世界を広げ、人生を豊かにしていくこと

ができるであろう。 

本単元では、問題場面の条件の一部を変えながら発展的に考えていくことをめざしていく。

発展的に考えることで、新しい知識や理解を得たり、新たな問題を見付けたりすることができ

る。また、発展的に考えることのよさを自覚した子どもたちは、他教科においても、問題を解

決することだけに留まらず、新しい知識や理解を得たり、新たな問題を見付けたりするため

に、絶えず考察の範囲を広げて考えることができるようになるであろう。 

３ 本単元で子どもが価値を創出、受容・評価していくために 

子どもが本単元において価値を創出、受容・評価していくために、以下のように支援を具体

化する。 

○ 問題文の一部を□にする。そうすることで、問題場面の条件の一部を変えながら発展的に

考えることができるようにする。【創】 

○ 新しい知識や理解を得た過程を整理し、板書上で明示する。そうすることで、発展的に考

えるよさを感じることができるようにする。【受】

○ 多様な場面で発展的な考え方を活用する単元構成を仕組む。そうすることで、発展的な考

え方を他教科でも活用することができるようにする。【評】 

４ 本単元で育成される教科の枠を超えた資質・能力

認知的能力 非認知的能力 

学びを進め

る力 
言葉にする力 見極める力 捉える力 

試行錯誤 

する力 
開発する力 

人とうまく 

やる力 

おもしろいと

感じる力 

○ 開発する力

子どもは発展的に考えることで、新しい知識や理解を得たり、新たな問題を見付けたりして

いく。この経験は、問題を解決するだけでなく、絶えず考察の範囲を広げようとする態度の育

成につながるであろう。

○ おもしろいと感じる力

発展的に考えることは、問題を解決することだけに留まらず、さらなる知識や理解、新たな

問題を求めて思考し続けたり、自らの世界を広げたりするおもしろさを感じることにつながる

であろう。 
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５ 指導計画（全４時間）

第１次 発展的な考え方について理解する（１時間） 

第２次 発展的な考え方を活用する（３時間）【本時２／３】 

６ 本時案  【令和２年 １月２５日 １０：００～１０：４５ ６年２組教室】

（１）ねらい  ダイヤの個数を変えながら、本物のダイヤを発見できる回数を話し合うこと

をとおして、発展的に考えるよさを自覚することができるようにする。 

（２）学習過程 ※下線は価値を創出、二重下線は価値を受容・評価している子どもの意識 

学習活動・学習内容 子どもの意識 ○教師の支援 

１ ダイヤが３個の

とき、天秤を使う

回数を考える。

（10 分）

・問題把握 

・余ったダイヤを天

秤にのせなくても

分かる方法 

２ 天秤を２回使う

だけで本物が発見

できるときのダイ

ヤの個数を考え

る。  （25 分）

・まとめる方法 

・数を変えていく

こと 

３ 発展的に考える

ことについて振り

返る。  （10 分）

・発展的に考えるよ

 さ 

・本物のダイヤは偽物に比べて、少し重いの

か。天秤を使って調べていくのだね。

・天秤を使う回数を、できるだけ少なくして

考えていくのか。

・３個のダイヤを調べるには、天秤を２回使

うと分かるよ。

Ａもし、天秤が釣り合ったときは、残りの１

つを調べないといけないからだね。

Ｂ１回でも分かるよ。天秤が釣り合った場合

も、残った１個が本物だと言えるよ。

・すごい。たった１回でも本物が分かるね。

・でも、ダイヤが４個になると天秤を２回使

う必要がありそうだね。

・５個も２回でできそうだよ。

Ａだったら、６個のときはどうかな。

・６個のときは３個ずつまとめて天秤にのせ

ると２回でできたよ。

・なるほど。まとめればよいのだね。

・だったら、７個でもできそうだよ。

・９個までできるのではないかな。

・３個ずつにまとめる方法を使うと、２回で

できたよ。すごいな。

Ｂ発展的に考えていくと、いろいろなことが

分かってきたよ。

・10 個のときは３回使う必要があるよ。

・３回でできるダイヤの数も調べたいな。 

・ダイヤの数を変えると、分かることが増え

ておもしろかったよ。 

Ａ発展的に考えると、自分の分かることが増

えるから、これからも続けていきたいな。 

・他にも使える場面があるのかな。 

◯ダイヤの個数を□

にする。そうする

ことで、ダイヤの

個数を変えながら

考えることができ

るようにする。 

【創】

〇ダイヤが３個のと

きの考え方を取り

上げ、全体で共有

する。そうするこ

とで、ダイヤの個

数を進んで変える

ことができるよう

にする。 【創】

○発展的に考えるこ

とによって得た知

識や理解を整理

し、板書上で明示

する。そうするこ

とで、発展的に考

えるよさを感じる

ことができるよう

にする。 【受】

○発展的に考えて、

分かったことや感

じたことについて

振り返るよう促

す。そうすること

で、発展的に考え

るよさを自覚する

ことができるよう

にする。 【受】

他にも２回で分かるときがあるのかな 

２回試すだけで分かるのは、ダイヤが４個のときだけかな。

発展的に考えて、分かったこと、感じたことは何かな。

□個のダイヤがありま
す。しかし、この中に本

物のダイヤは１つしか
ありません。本物のダ
イヤは偽物のダイヤよ

り、少しだけ重いです。
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□ 運営指導委員（敬称略） 

 上智大学     総合人間科学部     教授          奈 須 正 裕

 文部科学省    国立教育政策研究所   総括研究官       福 本   徹

 山口大学     教育学部        教授 副学部長     松 田 信 夫

 山口大学     教職大学院       教授          静 屋   智

 山口大学     教育学部        准教授         阿 濱 茂 樹

 周南市立徳山小学校            校長          酒 匂 昌二郎

 山口大学     教育学部附属山口小学校 ＰＴＡ会長       山 下 鉄 旨 

□ 研究支援委員（敬称略） 

 山口大学     教育学部        准教授         阿 濱 茂 樹 

 山口大学     教育学部        准教授         沖 林 洋 平 

 山口大学     教育学部        准教授         西 尾 幸一郎 

 山口大学     教育学部        講師          鈴 木   宏 

 山口大学     教育学部        講師          田 本 正 一 

 山口大学     教育学部        講師          宮 木 秀 雄 

 山口大学     教職大学院       教授(特任)       前 田 昌 平 

山口大学     教育学部教職センター  アドバイザー      浦 田 敏 明 

□ 本校教員

 校  長 岡 村 吉 永  副 校 長 冨士本 武 明  主幹教諭 森 重 孝 介 

 教務部長 原 田 圭 介  研究部長 森 戸   幹◯ 生徒指導部長 大 賀 拓 也 

健康相談部長 志 賀 直 美  教育実習部長 小 林 弘 典 

      紀 村 修 一〇      木 村 将 士      重 枝 孝 明◯ 

      岡 本 貴 裕〇      五十部 大 暁      後 藤 大 雄 

      今 津 圭 佑〇      石 田 千 陽  （◯印は本年度研究部員） 
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